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特集　令和３年度 施政方針と予算



2令和３年４月号　　　　　　　　

　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
家
が
安

定
し
た
経
営
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
生
産

流
通
体
制
の
強
化
、
生
産
基
盤
の
整
備
、

優
良
農
地
の
確
保
な
ど
を
図
る
と
と
も

に
、
近
年
の
農
産
物
の
価
格
低
迷
や
サ
ツ

マ
イ
モ
基
腐
病
の
発
生
拡
大
に
よ
る
収
入

減
少
を
補
て
ん
す
る
た
め
、
収
入
保
険
制

度
へ
の
加
入
を
推
進
し
、
保
険
料
の
一
部

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

茶
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
一
貫
経
営

の
法
人
化
、
海
外
市
場
を
見
据
え
た
市
場

性
の
高
い
茶
の
生
産
や
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
、

知
覧
茶
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
な
ど
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、畜
産
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

畜
産
経
営
の
基
盤
整
備
に
努
め
、
労
力
低

減
や
飼
養
規
模
の
拡
大
に
よ
る
競
争
力
の

あ
る
産
地
づ
く
り
を
進
め
、
悪
性
家
畜
伝

染
病
の
発
生
お
よ
び
侵
入
・
ま
ん
延
防
止

に
も
努
め
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

視
点
で
取
り
組
む
商
工
事
業
者
や
団
体
、

本
市
を
拠
点
と
す
る
起
業
者
な
ど
を
積
極

的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
制
度
を
活
用
し

た
地
域
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と
と

も
に
、
寄
付
者
と
の
良
好
な
関
係
性
の
構

築
に
努
め
ま
す
。

　

企
業
立
地
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
本
市

の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
企
業
誘
致
活
動

に
努
め
、
地
元
企
業
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
、
市
内
高
等
学
校
や
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
人
材
確
保
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

　

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
安
心
・
安
全
な
旅
行
商
品
の
構
築

や
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ア
ー
な
ど
の
新
し
い
観
光
形
態
の
可
能

性
を
模
索
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
回
復

期
を
見
据
え
、
地
域
資
源
で
あ
る
自
然
や

景
観
、
食
材
、
体
験
な
ど
を
生
か
し
た
観

光
素
材
の
掘
り
起
こ
し
、
磨
き
上
げ
、
観

光
施
設
の
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

市
道
に
つ
い
て
は
、
道
路
交
通
の
利
便

性
、
安
全
性
を
考
慮
し
な
が
ら
計
画
的
に

整
備
・
補
修
を
行
い
、
橋
梁
に
つ
い
て

は
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
も
と
に
定
期

点
検
、
計
画
的
な
修
繕
に
よ
る
老
朽
化
対

策
を
行
い
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
路
線
拡

充
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
公
共
交
通

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

市
街
地
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

個
性
や
魅
力
を
向
上
さ
せ
、
観
光
振
興
を

推
進
す
る
た
め
景
観
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

　

移
住
・
定
住
に
つ
い
て
は
、
住
宅
団
地

の
分
譲
価
格
の
見
直
し
に
よ
り
分
譲
販
売

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
事
業
に
よ
る
市
の
魅
力
や
特
徴

の
効
果
的
な
発
信
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支

援
強
化
と
中
古
住
宅
の
流
通
を
図
り
ま

す
。

　

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
計
画
の
最
終
年

度
で
、
本
年
度
は
塩
屋
・
松
山
局
を
整
備

し
ま
す
。

Ⅰ
豊
か
な
自
然　
活
力
あ
る
農

村　
未
来
に
向
け
て
発
展
す

る
ま
ち
づ
く
り

Ⅱ
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ

　
　
に
ぎ
わ
う
ま
ち
づ
く
り

Ⅲ
人
と
物
が
行
き
交
い
快
適
で

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

令和３年度施政方針（抜粋）
　令和３年度は、依然として収束が見えない新型コロナウイルス感染症への対応を最優先し、市
民の生命と生活、産業・経済を全力で守るため、時期を逃さず、できる限りの対策を打っていく
とともに、ポスト・コロナ社会を見据え、投資すべき分野・重点施策を明確にし、総合計画や創
生総合戦略などに盛り込んである各種施策を着実に実施していきます。

今年３月議会の冒頭で市長が示した令和３年度の「施政方針」を抜粋してお知らせします。
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環
境
保
全
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
適
正
な
設
置
・
管
理
の
促
進
等

を
図
る
と
と
も
に
、
市
有
地
へ
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
設
置
に
つ
い
て
、
調

査
・
研
究
を
進
め
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
向
上
お
よ
び
公
衆
衛
生
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
日
常
生
活
に
係
る
環

境
・
公
衆
衛
生
の
保
全
、
ご
み
の
適
正
な

処
理
や
排
出
量
の
削
減
を
図
り
ま
す
。（
仮

称
）
南
薩
地
区
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
南
薩
地
区
衛
生

管
理
組
合
お
よ
び
構
成
市
と
連
携
し
な
が

ら
計
画
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

消
防
・
防
災
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
災
害
対

応
力
や
地
域
防
災
力
の
向
上
に
取
り
組
み

ま
す
。新
し
い
川
辺
分
遣
所
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
中
の
完
成
に
向
け
計
画
的
に

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
保
健
・
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が

見
通
せ
な
い
中
に
お
い
て
、
市
民
の
命
と

健
康
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
の
整
備
な
ど
感
染
防
止
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
の
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象
者
の
拡

充
、
児
童
手
当
等
の
支
給
な
ど
子
育
て
世

帯
に
対
す
る
経
済
的
な
支
援
も
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
ま

で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
提
供
す
る
た
め

の
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
活
動
充
実
と
、
不
妊
治
療
や
養
育
医
療

の
助
成
、産
後
ケ
ア
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
個
に

応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
や
教
育
の
情
報

化
の
推
進
、
小
中
連
携
教
育
の
充
実
な
ど

を
通
し
て
学
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
世
帯

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
引

き
続
き
小
・
中
学
生
の
給
食
費
を
一
部
助

成
し
ま
す
。

　

生
涯
体
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
に
延
期
が
決
定
し
た
か
ご
し
ま
国
体

と
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
競
技
な
ど
の
開
催
地
と
し
て
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
自
治
会
・
地
区
公
民
館
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
の
窓
口
を
一
本
化
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
さ

ら
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
団
体
の
連
携
を
強
化
し
た
共
生
・
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
合
併
推
進

債
の
発
行
期
限
内
に
事
業
着
手
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
、
市
民
の
意
見
を
広
く
聴

き
な
が
ら
建
設
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
に
よ
り
財

政
的
に
厳
し
い
局
面
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
に
向

け
た
財
政
構
造
改
革
を
推
進
し
、
健
全
で

効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
多
様

化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
積
極
的
な
改
革

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ⅳ
安
全
で
安
心
し
て
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り

Ⅴ
み
ん
な
で
支
え
合
い　
い
き

い
き
と
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

Ⅵ
心
の
豊
か
さ
と
創
造
力
を
育

む
教
育・文
化
の
ま
ち
づ
く
り

Ⅶ
み
ん
な
で
創
る
協
働
と
自
立

の
ま
ち
づ
く
り



　南九州市の令和3年度当初予算は、行政改革大綱、集中改革プランおよび長期財政計画（平成29年度策定）
に基づき、長期的な視点に立った財政運営に努めるとともに、第二次南九州市総合計画の基本計画に位置付けら
れた諸施策を確実に推進するため、効率的かつ重点的な予算編成を行いました。特に令和3年度は「子育て支援
の充実」、「産業の振興」や「教育環境の充実」など市民が住んでいて良かったと実感できるような施策に予算の重
点的な配分を行いました。
　一般会計の総額は、前年度比1.9％、4億3,900万円増の232億4,700万円となりました。また、一般会計と特別会
計および企業会計を合わせた予算総額は、363億3,743万5千円で、前年度比1.2％、4億2,239万9千円の増額と
なりました。

　歳入は、国や県から交付されるお金である「依存財源」と呼ばれるものが総額の66.2％を占めています。依存財源のうち、最も多い
ものは、地方自治体が一定水準の行政サービスを保つために国から交付される地方交付税で、全体の30.7％を占めており、以下、国庫
支出金、県支出金、市債（借金）の順となっています。
　一方、市が自ら賄えるお金である「自主財源」のうち、最も多いものは、市民の皆さんに納めていただく市税で、全体の15.7％を占め
ています。寄附金の主なものはふるさと寄附金によるもので、前年度に対して2.9ポイントの増加となっています。

　歳出を性質別に見ると、扶助費、人件費
および市債（借金）の償還を行う公債費で
「義務的経費」と呼ばれるものの割合が最
も多く、全体の47.9％を占めています。人
件費、公債費が減となったことで、前年度
に対し0.7ポイントの減となりました。
　道路整備や基盤整備など「投資的経
費」と呼ばれる経費は全体の10.5％で、
前年度に対し1.2ポイントの減となりまし
た。これは、農政関係補助事業費や光ブ
ロードバンド整備事業が減となったこと
などによるものです。委託料や備品購入
費などの物件費については、前年度に対
し2.7ポイントの増で、全体の17.8％を
占めています。

市税
36億4,137万円
（15.7%）

地方交付税
71億3,300万円
（30.7%） 歳 入

232億
4,700万円

国庫支出金
32億8,459万円
（14.1%） 県支出金

21億7,256万円
（9.3%）

市債　
16億1,800万円
（7.0%）

〈歳入の状況（一般会計）〉

歳 出
232億

4,700万円

〈性質別歳出の状況（一般会計）〉

市民1人当たりが負担する市税

※金額は、令和3年2月28日現在の住基人
口（34,116人）で計算しています。（鉱産税、
国有資産等所在市町村交付金は除く。）

市民1人当たりに使われるお金

※金額は、令和3年2月28日現在の住基人口（34,116人）で計算しています。

固定資産税
60,763円

民生費
229,040円

市たばこ税
5,731円

教育費
50,487円

農林水産業費
50,420円

土木費
44,156円

公債費
67,351円

消防費
33,449円

その他
31,055円

総額105,304円 総額681,410円

市民税
33,812円

軽自動車税
4,998円

総務費
115,733円

衛生費
59,719円

繰入金　12億8,222万円（5.5%）
使用料及び手数料　3億6,342万円（1.6%）
寄附金　20億350万円（8.6%）

繰越金　2億円（0.9%）
諸収入　1億7,141万円（0.7%）
分担金及び負担金　1億2,625万円（0.5%）
財産収入　6,619万円（0.3%）

地方譲与税　3億4,110万円（1.5%）
地方特例交付金　6,700万円（0.3%）
法人事業税交付金　1,239万円(0.1%）
環境性能割交付金　1,358万円（0.1%）
ゴルフ場利用税交付金　1,088万円（0.0%）
株式等譲渡所得割交付金　505万円（0.0%）
交通安全対策特別交付金　250万円（0.0%）
配当割交付金　525万円（0.0％）
利子割交付金　274万円（0.0％）

地方消費税交付金
7億2,400万円
（3.1%）

扶助費
47億8,379万円
（20.6%）

人件費
40億5,218万円
（17.4%）

公債費
22億9,773万円
（9.9%）

繰出金
25億6,455万円
（11.0%）

物件費
41億3,945万円
（17.8%）

補助費等
21億9,730万円
    （9.5%）

普通建設
事業費

24億4,161万円
（10.5%）

災害復旧費
608万円（0.0%）

積立金　6億9,168万円（3.0%）
維持補修費　6,155万円（0.3%）
その他　1,108万円（0.0%）

令和3年度当初予算の歳入歳出状況 会計別の当初予算額

令和3年度当初予算を市民１人当たりに換算すると…

依存財源
153億9,264万円
（66.2%）

自主財源
78億5,436万円
（33.8%）

その他の経費
96億6,561万円
（41.6%）

義務的経費
111億3,370万円
（47.9%）

〈目的別歳出の状況（一般会計）〉

比　較令和2年度令和3年度区　分 増減額 増減率
1.9%
0.5%
△2.7%
△0.4%
4.2%
△5.4%
△4.4%
△14.7%
7.3%
1.2%

４億3,900万円
6,330万円

△１億5,500万円
△230万円

２億2,060万円
△7,990万１千円
△4,801万３千円
△4,023万６千円
834万８千円

４億2,239万9千円

228億800万円
116億3,330万円
58億3,200万円
６億150万円

51億9,980万円
14億7,373万６千円
10億8,544万６千円
２億7,432万７千円
１億1,396万３千円

359億1,503万6千円

232億4,700万円
116億9,660万円
56億7,700万円
５億9,920万円
54億2,040万円

13億9,383万5千円
10億3,743万3千円
２億3,409万1千円
１億2,231万1千円

363億3,743万5千円合　計

一般会計
特別会計
　　国民健康保険事業特別会計
　　後期高齢者医療特別会計
　　介護保険事業特別会計
企業会計
　　水道事業会計
　　公共下水道事業会計
　　農業集落排水事業会計

令和3年度　南九州市当初予算

投資的経費
24億4,769万円（10.5%）

一　般　会　計　２32億4,700万円   （対前年度比＋1.9％）
特別・企業会計　１30億9,043万5千円（対前年度比 △0.1％）

　歳出を目的別に見ると、最も大きな割合を
占めるのが、市民の皆さんが安心して暮らす
ための福祉の充実などに使われる民生費で
す。前年度に対し2.1ポイントの増で、全体の
33.6％を占めています。
　次に多いのは総務費で全体の17.0%を占
め、前年度に対し1.5ポイントの増となりました
が、これは、ふるさと寄附金事業などの増によ
るものです。
　以下は公債費、衛生費、教育費、農林水産業
費、土木費、消防費の順となっています。

民 生 費
総 務 費
公 債 費
衛 生 費
教 育 費
農林水産業費
土 木 費
消 防 費
商 工 費
議 会 費
諸 支 出 金
予 備 費
災 害 復 旧 費

78億1,394万円(33.6%)
39億4,836万円(17.0%)
22億9,773万円 (9.9%)
20億3,738万円 (8.8%)
17億2,241万円 (7.4%)
17億2,014万円 (7.4%)
15億643万円 (6.5%)
11億4,114万円 (4.9%)
1億8,970万円 (0.8%)
1億6,180万円 (0.7%)
6億9,189万円 (3.0%)
1,000万円 (0.0%)
608万円 (0.0%)

71億8,464万円(31.5%)
35億3,867万円(15.5%)
23億2,477万円(10.2%)
20億2,553万円 (8.9%)
21億3,183万円 (9.3%)
22億7,705万円(10.0%)
14億1,034万円 (6.2%)
9億9,696万円 (4.4%)
1億9,511万円 (0.9%)
1億7,205万円 (0.8%)
5億3,471万円 (2.3%)
1,000万円 (0.0%)
634万円 (0.0%)

令和3年度区　分 令和2年度

4令和３年４月号　　　　　　　　



　南九州市の令和3年度当初予算は、行政改革大綱、集中改革プランおよび長期財政計画（平成29年度策定）
に基づき、長期的な視点に立った財政運営に努めるとともに、第二次南九州市総合計画の基本計画に位置付けら
れた諸施策を確実に推進するため、効率的かつ重点的な予算編成を行いました。特に令和3年度は「子育て支援
の充実」、「産業の振興」や「教育環境の充実」など市民が住んでいて良かったと実感できるような施策に予算の重
点的な配分を行いました。
　一般会計の総額は、前年度比1.9％、4億3,900万円増の232億4,700万円となりました。また、一般会計と特別会
計および企業会計を合わせた予算総額は、363億3,743万5千円で、前年度比1.2％、4億2,239万9千円の増額と
なりました。

　歳入は、国や県から交付されるお金である「依存財源」と呼ばれるものが総額の66.2％を占めています。依存財源のうち、最も多い
ものは、地方自治体が一定水準の行政サービスを保つために国から交付される地方交付税で、全体の30.7％を占めており、以下、国庫
支出金、県支出金、市債（借金）の順となっています。
　一方、市が自ら賄えるお金である「自主財源」のうち、最も多いものは、市民の皆さんに納めていただく市税で、全体の15.7％を占め
ています。寄附金の主なものはふるさと寄附金によるもので、前年度に対して2.9ポイントの増加となっています。

　歳出を性質別に見ると、扶助費、人件費
および市債（借金）の償還を行う公債費で
「義務的経費」と呼ばれるものの割合が最
も多く、全体の47.9％を占めています。人
件費、公債費が減となったことで、前年度
に対し0.7ポイントの減となりました。
　道路整備や基盤整備など「投資的経
費」と呼ばれる経費は全体の10.5％で、
前年度に対し1.2ポイントの減となりまし
た。これは、農政関係補助事業費や光ブ
ロードバンド整備事業が減となったこと
などによるものです。委託料や備品購入
費などの物件費については、前年度に対
し2.7ポイントの増で、全体の17.8％を
占めています。

市税
36億4,137万円
（15.7%）

地方交付税
71億3,300万円
（30.7%） 歳 入

232億
4,700万円

国庫支出金
32億8,459万円
（14.1%） 県支出金

21億7,256万円
（9.3%）

市債　
16億1,800万円
（7.0%）

〈歳入の状況（一般会計）〉

歳 出
232億

4,700万円

〈性質別歳出の状況（一般会計）〉

市民1人当たりが負担する市税

※金額は、令和3年2月28日現在の住基人
口（34,116人）で計算しています。（鉱産税、
国有資産等所在市町村交付金は除く。）

市民1人当たりに使われるお金

※金額は、令和3年2月28日現在の住基人口（34,116人）で計算しています。

固定資産税
60,763円

民生費
229,040円

市たばこ税
5,731円

教育費
50,487円

農林水産業費
50,420円

土木費
44,156円

公債費
67,351円

消防費
33,449円

その他
31,055円

総額105,304円 総額681,410円

市民税
33,812円

軽自動車税
4,998円

総務費
115,733円

衛生費
59,719円

繰入金　12億8,222万円（5.5%）
使用料及び手数料　3億6,342万円（1.6%）
寄附金　20億350万円（8.6%）

繰越金　2億円（0.9%）
諸収入　1億7,141万円（0.7%）
分担金及び負担金　1億2,625万円（0.5%）
財産収入　6,619万円（0.3%）

地方譲与税　3億4,110万円（1.5%）
地方特例交付金　6,700万円（0.3%）
法人事業税交付金　1,239万円(0.1%）
環境性能割交付金　1,358万円（0.1%）
ゴルフ場利用税交付金　1,088万円（0.0%）
株式等譲渡所得割交付金　505万円（0.0%）
交通安全対策特別交付金　250万円（0.0%）
配当割交付金　525万円（0.0％）
利子割交付金　274万円（0.0％）

地方消費税交付金
7億2,400万円
（3.1%）

扶助費
47億8,379万円
（20.6%）

人件費
40億5,218万円
（17.4%）

公債費
22億9,773万円
（9.9%）

繰出金
25億6,455万円
（11.0%）

物件費
41億3,945万円
（17.8%）

補助費等
21億9,730万円
    （9.5%）

普通建設
事業費

24億4,161万円
（10.5%）

災害復旧費
608万円（0.0%）

積立金　6億9,168万円（3.0%）
維持補修費　6,155万円（0.3%）
その他　1,108万円（0.0%）

令和3年度当初予算の歳入歳出状況 会計別の当初予算額

令和3年度当初予算を市民１人当たりに換算すると…

依存財源
153億9,264万円
（66.2%）

自主財源
78億5,436万円
（33.8%）

その他の経費
96億6,561万円
（41.6%）

義務的経費
111億3,370万円
（47.9%）

〈目的別歳出の状況（一般会計）〉

比　較令和2年度令和3年度区　分 増減額 増減率
1.9%
0.5%
△2.7%
△0.4%
4.2%
△5.4%
△4.4%
△14.7%
7.3%
1.2%

４億3,900万円
6,330万円

△１億5,500万円
△230万円

２億2,060万円
△7,990万１千円
△4,801万３千円
△4,023万６千円
834万８千円

４億2,239万9千円

228億800万円
116億3,330万円
58億3,200万円
６億150万円

51億9,980万円
14億7,373万６千円
10億8,544万６千円
２億7,432万７千円
１億1,396万３千円

359億1,503万6千円

232億4,700万円
116億9,660万円
56億7,700万円
５億9,920万円
54億2,040万円

13億9,383万5千円
10億3,743万3千円
２億3,409万1千円
１億2,231万1千円

363億3,743万5千円合　計

一般会計
特別会計
　　国民健康保険事業特別会計
　　後期高齢者医療特別会計
　　介護保険事業特別会計
企業会計
　　水道事業会計
　　公共下水道事業会計
　　農業集落排水事業会計

令和3年度　南九州市当初予算

投資的経費
24億4,769万円（10.5%）

一　般　会　計　２32億4,700万円   （対前年度比＋1.9％）
特別・企業会計　１30億9,043万5千円（対前年度比 △0.1％）

　歳出を目的別に見ると、最も大きな割合を
占めるのが、市民の皆さんが安心して暮らす
ための福祉の充実などに使われる民生費で
す。前年度に対し2.1ポイントの増で、全体の
33.6％を占めています。
　次に多いのは総務費で全体の17.0%を占
め、前年度に対し1.5ポイントの増となりました
が、これは、ふるさと寄附金事業などの増によ
るものです。
　以下は公債費、衛生費、教育費、農林水産業
費、土木費、消防費の順となっています。

民 生 費
総 務 費
公 債 費
衛 生 費
教 育 費
農林水産業費
土 木 費
消 防 費
商 工 費
議 会 費
諸 支 出 金
予 備 費
災 害 復 旧 費

78億1,394万円(33.6%)
39億4,836万円(17.0%)
22億9,773万円 (9.9%)
20億3,738万円 (8.8%)
17億2,241万円 (7.4%)
17億2,014万円 (7.4%)
15億643万円 (6.5%)
11億4,114万円 (4.9%)
1億8,970万円 (0.8%)
1億6,180万円 (0.7%)
6億9,189万円 (3.0%)
1,000万円 (0.0%)
608万円 (0.0%)

71億8,464万円(31.5%)
35億3,867万円(15.5%)
23億2,477万円(10.2%)
20億2,553万円 (8.9%)
21億3,183万円 (9.3%)
22億7,705万円(10.0%)
14億1,034万円 (6.2%)
9億9,696万円 (4.4%)
1億9,511万円 (0.9%)
1億7,205万円 (0.8%)
5億3,471万円 (2.3%)
1,000万円 (0.0%)
634万円 (0.0%)

令和3年度区　分 令和2年度

5 　　　　　　　　令和３年４月号



6

  

子
育
て
支
援
の
充
実

１�　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

【
４
０
７
万
円
】

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
活
用
し
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
提
供
し

ま
す
。

２�　
保
育
所
等
整
備
交
付
金
事
業�

【
４
億
５
４
９
１
万
円
】

　

市
内
保
育
所
お
よ
び
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
に
要
す
る

経
費
を
補
助
し
、
安
心
・
安
全
な
保
育
環
境
の
充
実
に
寄

与
し
ま
す
。

１　
小
・
中
学
校
情
報
機
器
整
備
事
業

【
３
１
５
４
万
円
】

　

児
童
・
生
徒
ひ
と
り
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整
備

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と

で
全
て
の
子
ど
も
た
ち
を
取

り
残
す
こ
と
な
く
学
び
を
保

障
で
き
る
環
境
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

２　
市
内
高
等
学
校
活
性
化
事
業

【
８
９
２
万
円
】

　

市
内
３
つ
の
高
等
学
校
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
各
校

活
性
化
協
議
会
の
活
動
費
を
補
助
す
る
と
と
も
に
、
在
校

生
が
受
検
す
る
各
種
検
定
の
受
検
料
の
一
部
を
助
成
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
と
人
材
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

１�　
産
学
官
金
連
携
に
よ
る
農
業
所
得
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業　

�

【
１
１
７
０
万
円
】

　

道
の
駅
川
辺
や
す
ら
ぎ
の
郷
を
拠
点
に
加
工
商
品
の
開

発
、
販
売
促
進
に
よ
る
６
次
産
業
化
の
推
進
の
ほ
か
農
産

物
直
売
の
利
用
促
進
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

２　
商
工
業
活
性
化
・
経
営
基
盤
強
化
事
業

【
１
７
４
８
万
円
】

　

商
工
会
と
連
携
し
、
新
た
な
視
点
で
取
り
組
む
商
工
業

者
や
団
体
な
ど
を
積
極
的
に
支
援
す
る
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
安
心
・
安
全
な
旅
行
商
品
の
構
築
な
ど
の
新
し
い

観
光
形
態
の
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

１　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

【
１
億
４
８
８
３
万
円
】

�　
市
民
を
対
象
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
行
い
、
感
染
症
の
拡
大
を
防
止
し
ま
す
。

２�　
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な

実
施
事
業　

�

【
１
１
５
５
万
円
】

�　
生
活
習
慣
病
対
策
・
フ
レ
イ
ル
対
策
と
し
て
の
保
健
事

業
と
介
護
予
防
を
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
健
康
寿

命
の
延
伸
を
図
り
ま
す
。

１　
集
落
支
援
員
設
置
事
業�

【
１
０
８
０
万
円
】

　

市
内
各
地
区
の
状
況
を
把
握
し
、
地
域
力
の
維
持
・
強

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
集
落
支
援
員
を
配
置
し
、

地
域
自
治
組
織
の
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

２　
防
犯
関
係
対
策
事
業�

【
１
１
１
７
万
円
】

　

市
内
の
防
犯
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
や
通
学
路
の
照
明
設
置
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

１　
災
害
対
策
事
業�

【
４
９
６
０
万
円
】

　

避
難
所
の
開
設
や
災
害
用
資
材
の
備
蓄
に
よ
り
災
害
に

備
え
る
ほ
か
、
避
難
所
開
設
状
況
報
告
シ
ス
テ
ム
の
導
入

や
防
災
マ
ッ
プ
の
更
新
な
ど
を
行
い
ま
す
。

  

教
育
環
境
の
充
実

  

産
業
の
振
興

  

地
域
保
健
・
医
療
の
充
実

  

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

  

地
域
防
災
力
の
向
上

令和３年４月号　　　　　　　　

令
和
３
年
度

当
初
予
算
の
特
徴

　

南
九
州
市
で
は
、将
来
都
市
像
で
あ
る「
人

と
自
然
が
共
生
す
る　

活
気
あ
ふ
れ
る　

住

み
よ
い
ま
ち　

南
九
州
市
」
を
目
標
と
し
て

掲
げ
、
南
九
州
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
令

和
３
年
度
の
当
初
予
算
の
特
徴
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。
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福
留 

　
保

　

副
市
長
退
任
に
あ
た
り
一
言
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、平
成
30
年
４
月
に
就
任
以
来
、

３
年
間
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
塗
木

市
長
の
補
佐
役
と
し
て
誠
心
誠
意
業
務

に
取
り
組
ん
で
き
た
つ
も
り
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
市
政
発
展
の
た
め
ど
れ

だ
け
貢
献
で
き
た
か
は
疑
問
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

そ
の
間
、
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。
頴
娃
地
域
３
中
学
校
の

統
合
に
よ
る
新
生
頴
娃
中
学
校
の
開

校
、児
童
数
減
少
に
よ
る
田
代
小
学
校
、

手
蓑
小
学
校
、松
原
小
学
校
の
閉
校
や
、

市
内
全
域
へ
の
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の

整
備
開
始
、
か
ご
し
ま
国
体
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
、
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館
と
の

姉
妹
館
提
携
リ
モ
ー
ト
締
結
式
な
ど
枚

挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
で
あ
り

ま
す
。
最
近
は
本
市
、
な
ら
び
に
鹿
児

島
県
で
は
小
康
状
態
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
全
国
的
に
見
て
み
ま
す
と
収
束
の

兆
し
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ロ

	

江
平  

恒
博

　

こ
の
た
び
、
関
係
皆
さ
ま
方
の
ご
理

解
の
も
と
、
副
市
長
の
任
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

ま
た
、
そ
の
職
責
の
大
き
さ
、
重
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
南
九
州
市
発
展
の
た
め

38
年
間
の
行
政
経
験
を
生
か
し
誠
心
誠

意
全
力
で
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
年
か
ら
世
界
的
に
猛
威
を

振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
が
市
民
生
活
や
地
域
経
済

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
本

市
に
お
き
ま
し
て
も
農
業
や
畜
産
業
、

観
光
業
や
商
工
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で

打
撃
を
受
け
て
お
り
、ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
社
会
経
済
活
動
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
日
で
も
早
く
市
民
の
皆
さ

ま
が
マ
ス
ク
の
要
ら
な
い
安
心
し
て
生

活
で
き
る
日
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
コ

ナ
禍
に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
は
あ
ら

ゆ
る
行
事
の
中
止
や
会
合
な
ど
に
お
い

て
も
書
面
に
よ
る
決
議
な
ど
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

予
防
対
策
や
疲
弊
し
た
地
域
経
済
立
て

直
し
の
た
め
の
施
策
を
あ
ら
ゆ
る
観
点

か
ら
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後

と
も
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
、
新
し
い
生
活
様
式
の
中

で
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

一
部
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆

さ
ま
へ
の
接
種
に
つ
い
て
は
今
し
ば
ら

く
の
感
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
へ

の
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
で
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
ほ

か
に
も
茶
価
の
低
迷
、
サ
ツ
マ
イ
モ
基

腐
病
の
大
発
生
、
市
役
所
新
庁
舎
の
建

設
問
題
な
ど
課
題
山
積
で
ご
ざ
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
合
併
新
市
基
本
計
画
の
基
本
理
念

を
踏
ま
え
た
、第
２
次
総
合
計
画
の「
人

と
自
然
が
共
生
す
る　

活
気
あ
ふ
れ
る

　

住
み
よ
い
ま
ち　

南
九
州
市
」
の
将

来
都
市
像
を
目
指
し
て
市
政
運
営
を

行
っ
て
い
る
塗
木
市
長
と
一
丸
と
な
っ

た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
に
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
南
九
州
市
の
さ
ら
な
る
発
展

と
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
御
礼
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
じ
め
感
染
拡
大

の
防
止
に
全
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
国
や
県
の
動
向
を
注
視

し
、
し
っ
か
り
と
対
応
を
図
っ
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

南
九
州
市
は
平
成
19
年
の
合
併
か
ら

14
年
目
と
な
り
、
第
２
次
南
九
州
市
総

合
計
画
に
「
人
と
自
然
が
共
生
す
る　

活
気
あ
ふ
れ
る　

住
み
よ
い
ま
ち　

南

九
州
市
」を
将
来
都
市
像
と
し
て
掲
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
で
各
種
施
策
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
、
歯
止
め
の
き
か
な

い
人
口
減
少
に
よ
る
少
子
高
齢
化
や
低

迷
す
る
産
業
、
緊
迫
し
た
財
政
状
況
を

含
め
十
分
に
対
応
で
き
て
い
な
い
状
況

下
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
検
証
を
行
い
、
市
民
の
皆

さ
ま
方
の
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
新
庁
舎
建
設

の
推
進
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
取

り
組
む
な
ど
新
し
い
発
想
・
技
術
を
市

政
運
営
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
よ
り

質
の
高
い
行
政
を
進
め
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
「
市
民
の
声
が
羅
針
盤
」

を
市
政
運
営
の
基
本
と
す
る
塗
木
市
長

の
補
佐
役
と
し
て
、
豊
か
な
自
然
や
秀

で
た
歴
史
、
文
化
を
有
し
た
南
九
州
市

を
よ
り
一
層
前
進
さ
せ
る
よ
う
職
務
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

南九州市副市長　退任・就任のごあいさつ

任期：平成30年4月1日
〜令和3年3月31日

令和3年4月1日 就任

退 

任

就 

任



8令和３年４月号　　　　　　　　

　市では、住民に利用しやすく、行政ニーズに対応した効率的な市役所の体制とするため、４月から組織の一部を次の
とおり変更しました。

市役所の組織の一部が変わりました！　～より効果的で機能的な体制に～

令和２年度
事　由

令和３年度
業務内容

課 係 課 係
【知覧庁舎】

課の新設 新庁舎建設推進
課

新庁舎建設推進
係

新庁舎建設などに関する
こと

企画課 まちづくり推進
係 課の新設

（業務再編）
まちづくり推進
課

共生・協働推進
係

まちづくり、自治会に関
すること

中央公民館 公民館係 ※公民館係 公民館に関すること

※公民館係は市民交流センターひまわり館から、知覧庁舎へ移動しています。
　ひまわり館会議室などの使用申請は今までのとおりです。

議会事務局
庶務係

係の再編 議会事務局 議事係 議会運営に関すること
議事係

【知覧農業振興センター】

茶業課
生産振興係

係の再編 茶業課 茶業係 茶業に関すること
流通対策係

【頴娃庁舎】

税務課
市民税係

係の再編 税務課 市民税係 市民税などに関すること
納税管理係

▪退職［3月 31日付］▪　� 　

入　江　博　昭 霜出小学校学校主事
森　山　ちとみ 耕地林務課主任主査
永　澤　せつ子 清水小学校学校主事
有　村　　　恵 学校教育課参事兼学務係長

山　田　哲　夫

社会教育課長兼コミュニティセンター
川辺文化会館長兼コミュニティセンタ
ー頴娃文化会館長兼コミュニティセン
ター知覧文化会館長

川　畑　和　成 農政課主任主査
大　薗　由　希 税務課主任主事
尾　 　一　康 税務課主事
浦　﨑　七　汐 税務課主事

菊　永　隆　信 議会事務局長
桑　代　睦　雄 保健体育課長
平木場　政　仁 頴娃支所参事兼市民生活係長
山　脇　よし子 青戸小学校学校主事
加治佐　和　彦 南薩地区衛生管理組合
和　田　春　則 教育総務課長
上　野　浩　人 文化財課参事兼文化財係長
江　平　恒　博 建設課長
後　藤　和　春 頴娃支所長
雪　丸　俊　一 監査委員事務局長
蔵　元　善　兼 農業委員会事務局参事兼農政係長
福　元　和　博 知覧小学校学校主事
大　坪　　　力 茶業課長

▪新規採用職員［4月１日付］▪　� 　

是　枝　凛太郎 都市計画課技師
中　村　俊　耶 都市計画課主事
取　違　　　淳 建築住宅課技師
田　原　紳太郎 知覧支所主事
鯵　坂　修　平 学校教育課主事
有　薗　未佳子 社会教育課主事
有　水　幸太郎 保健体育課主事

福　留　雅　也 総務課主事
江　平　裕　磨 ふるさと振興室主事
髙　田　裕　市 税務課主事
田　口　征　子 健康増進課技師
小　松　綾　華 福祉課主事
中木原　理　恵 長寿介護課技師
一　氏　大　樹 耕地林務課主事
山　下　雅　斗 建設課技師
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▪異動［4月１日付、係長級以上］▪　� 　

新庁舎建設推進課長 平　山　憲　二 市民生活課長
財政課長 浜　田　和　人 税務課長兼収納対策課長
企画課長兼ふるさと振興室長 　東　　　成　功 企画課長
まちづくり推進課長兼中央公民館長兼市民交流セ
ンターひまわり館長 橋　口　和　久 財政課長

税務課長兼収納対策課長兼頴娃支所長 飯　伏　譲　二 ふるさと振興室長
市民生活課長兼川辺支所長 今　村　博　文 中央公民館長兼市民交流センターひまわり館長
茶業課長 瀬　川　芳　幸 茶業課参事兼生産振興係長
建設課長 田　代　健　一 建設課参事兼土木係長
議会事務局長 樋　渡　孝　宏 税務課参事兼納税管理係長
監査委員事務局長 新　原　厚　男 福祉課参事兼障害福祉係長
教育総務課長 上之園　　　修 川辺支所長
社会教育課長兼コミュニティセンター川辺文化会
館長兼コミュニティセンター頴娃文化会館長兼コ
ミュニティセンター知覧文化会館長

菊　永　英　勝 教育総務課参事兼総務係長

保健体育課長兼国体推進係長 轟　木　慎　一 保健体育課参事兼国体推進係長

新　任 氏　名 旧　任
【課長級】

新　任 氏　名 旧　任
【係長級】

新庁舎建設推進課参事兼新庁舎建設推進係長 池　田　秋　英 総務課参事兼新庁舎建設準備係長
財政課参事兼契約管理係長 中　礼　りえ子 長寿介護課参事兼介護保険係長
財政課参事兼財産管理係長 中木原　　　司 企画課参事兼まちづくり推進係長
ふるさと振興室参事兼ふるさと納税係長 和　田　　　亨 税務課参事兼市民税係長
まちづくり推進課参事兼共生・協働推進係長 坂　口　耕　作 財政課参事兼契約管理係長
まちづくり推進課参事兼公民館係長 塗　木　清　久 中央公民館参事兼公民館係長
税務課参事兼市民税係長 難　波　孝　幸 茶業課参事兼流通対策係長
福祉課参事兼障害福祉係長 松　山　啓　志 議会事務局参事兼庶務係長
長寿介護課参事兼高齢者福祉係長 大　迫　頼　孝 南薩地区衛生管理組合
長寿介護課参事兼介護保険係長 桐木平　順　一 水道課参事兼業務係長
茶業課参事兼茶業係長 折　尾　武　志 頴娃支所参事兼地域振興係長
商工観光課参事兼観光交流係長 山　崎　真　幸 ふるさと振興室主幹兼ふるさと納税係長
建設課参事兼土木係長 吉　原　孝　一 建設課参事兼維持係長
建設課参事兼維持係長 末　吉　博　一 耕地林務課主任主査
建築住宅課参事兼建築係長 村　田　拓　之 建築住宅課参事兼学校営繕係長
建築住宅課参事兼学校営繕係長 中　尾　浩　二 建築住宅課参事兼建築係長
水道課主幹兼業務係長 石　田　俊　彦 収納対策課主任主査
頴娃支所参事兼地域振興係長 岩　﨑　和　利 長寿介護課参事兼高齢者福祉係長
頴娃支所参事兼市民生活係長 高　取　康　弘 川辺支所参事兼農林係長
川辺支所参事兼税務係長 門之園　好　博 耕地林務課主任主査
川辺支所参事兼農林係長 宇　都　寿　彦 商工観光課参事兼観光交流係長
川辺支所参事兼建設水道係長 有　薗　和　昭 都市計画課主任主査
農業委員会事務局参事兼農政係長 赤　﨑　美　行 川辺支所参事兼税務係長
教育総務課参事兼総務係長 川之上　勇　一 財政課参事兼財産管理係長
学校教育課参事兼学務係長 星　原　貴　光 徳之島町教育委員会
文化財課参事兼文化財係長 上　村　純　一 文化財課主任主査
南薩地区衛生管理組合へ派遣 芝　原　信　博 川辺支所参事兼建設水道係長

令和３年度

市 役 所 の 人 事 異 動
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　３月11日に頴娃中学校でスクールバスを利用す
る生徒らが、感謝の気持ちを込めて運転手に文集と
花束を贈りました。頴娃中学校では、141人がスクー
ルバスを利用。2019年度に頴娃中学校が開校し、
登下校５路線の運行を市内のバス業者に運行を委託
しています。スクールバスの運転手５人に、３年生
生徒代表が「２年間ありがとうございまいした」と
あいさつをし、生徒や職員が見守る中、文集と花束
を手渡しました。

▲�頴娃中３年生から文集と花束を受け取るスクールバスの運転手

　３月11日、頴娃中学校男子バレーボール部員８
人が、県大会優勝の報告に市長・教育長を訪れまし
た。１月25日に霧島市で開かれた「第40回鹿児島
県中学校新人大会」で優勝しました。キャプテンの
大原伊

い
織
おり
さんは「コロナ禍で練習が思うようにでき

なかったが、２年連続の優勝を勝ち取ることができ
た。これからもレベルアップを図り、より高い目標
へ向かって努力したい」と今後への抱負を語りまし
た。

▲県大会２連覇を達成し、笑顔の頴娃中バレーボール部の生徒たち

　３月10日、知覧中学校２年生が平和公園に設置
してある灯籠を磨きました。「灯籠を磨いてみると
汚れを取るのは大変だったけど、磨いていくと灯籠
に刻まれた多くの方の名前が出てきて、日本の未来
のためにと戦死していかれた方の気持ちを考えまし
た」と上釡征

せい
也
や
さんや前原瑠

る
亜
あ
さんの感想にありま

した。灯籠磨きを通して、これまで学習してきた平
和学習について深めることができました。

　青森県平川市のJA津軽みらいから市内幼稚園の
園児、小中学校の児童生徒たちに約3400個のりん
ごがJA南さつまを通して送られました。この贈呈
は、子どもたちの食育のために平成21年から始まっ
たもので、３月15日の贈呈式では子どもたちを代
表して知覧小学校６年生の有園斗

とう
真
ま
くん、山内光

こう
生
き

くん、沖園遥
は
琉
る
くんがりんごを受け取り、おいしい

りんごへのお礼を述べました。

▲�青森県平川市からのりんごを受け取る知覧小６年生の児童▲�灯籠を真剣に磨く知覧中２年生の生徒

～知覧中学校２年生が灯籠磨き～

平和への願いをあらたに
～JA津軽みらいりんご贈呈式～

おいしいりんごありがとう！

～スクールバス運転手に文集・花束～

登下校の“支え”に感謝！
～頴娃中学校男子バレーボール部が表敬訪問～

県大会２連覇おめでとう！
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　市特産品協会は、本市の魅力ある特産品の磨き上
げと創出のため「第２回チャレンジ品評会」を開催
しました。会員のほか業界の方が自慢の商品に意見
を出し合い特賞を選出しました。知覧醸造㈱の「本
格焼酎 知覧Tea酎」が最優秀賞を、南薩食鳥㈱の「味
なとりレア炭火焼」が優秀賞を受賞しました。協会
は、今後も南九州市の定番となる特産品を産み出そ
うと日々改良を行っていますので、市民の皆さまも
地元の名産をぜひご利用ください。

▲�品評会では、自慢の商品にさまざまな角度から意見を出し合っていま
す

　市観光協会が、３月19日～ 20日の２日間、鹿
児島空港で「南九州市観光PRイベント」を行いま
した。
　これはPR動画放映やパンフレットの配布はもち
ろん、お茶や紅茶、いちご大福などの特産品販売を
行い、コロナ禍で落ち込んだ観光客の誘客回復を目
的としたものです。
　パンフレットを受け取った観光客は「コロナ収
束後に、南九州市にぜひ訪れたい」と話していま
した。

▲鹿児島空港でPR動画放映やお茶などの特産品販売を行いました

　３月30日、市役所で大塚製薬㈱との包括連携協
定締結の調印式が行われました。この協定は、市と
企業が相互に連携し、市民の健康維持などの取り組
みを推進することで、市民の健康的な生活の実現を
図ることを目的として締結したものです。
　今回の協定締結によって、「健康」・「スポーツ」・
「教育」・「防災」などの活動を連携して展開し、地
域の課題解決に貢献するものと期待されています。

▲協定書に調印した大塚製薬㈱熊本支店支店長の石田清さん（右）と市長

　３月24日、観光案内所前の「急須と湯呑のモニュ
メント」と「番所鼻自然公園」がフォトドラアワー
ドに認定され、認定式が行われました。フォトドラ
アワードは、鹿児島県内の魅力や地域を盛り上げる
ため、写真映え（インスタ映え）する県内の新しい
観光資源を認定するものです。この２カ所は「フォ
トドライブ　鹿児島」と検索すると、 HPで過去の
放送分をご覧いただけます。ドライブでの観光の参
考にしてみてはいかがでしょうか！

▲�「急須と湯呑のモニュメント」の前で、ネッツトヨタ鹿児島㈱今井常務
執行役員（右）から市長へ認定証を贈呈

～第２回チャレンジ品評会～

魅力ある特産品を創出！
～南九州市観光PRイベント～

鹿児島空港で観光PR！

～フォトドラアワード認定式～

かごしまの誇るフォトスポットに認定
～大塚製薬株式会社と包括連携協定～

市民の健康増進を目指し協定を結ぶ！
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　令和２年度国土緑化運動ポスター原画コンクール
において、頴娃・郡緑の少年団団員の甲斐大

だい
智
ち
くん

が優秀賞を、中村優
ゆ
月
づき
さん・濵﨑亜

あ
晴
せい
くんが優良賞

を受賞しました。
　このコンクールは国土緑化運動を普及啓発するポ
スターの原画を審査するものです。絵は「公益財団
法人かごしまみどりの基金」のホームページで見る
ことができます。

▲�原画コンクール入賞した、中村優月さん、甲斐大智くん、濵﨑亜晴く
ん（左から）

　3月2日、河川・海岸の愛護運動に顕著な功績の
あった団体をたたえる伝達式が南薩地域振興局で行
われました。河川愛護運動知事表彰に瀬世上自治
会・御領地区公民館、海岸愛護運動知事表彰に宮脇
地区公民館・松ヶ浦地区公民館が表彰されました。
式では、大山浩昭南薩地域振興局長より「皆さまの
愛護作業の貢献により河川・海岸の環境が保たれて
いる」と感謝と労いの言葉を述べられました。

▲表彰を受けた団体の代表者の方々

　３月15日、知覧町茶業青年の会から卒業する知
覧中学校および川辺中学校の卒業生へ知覧茶の贈呈
を行いました。
　卒業生のためだけに作った桜知覧茶とお茶むらい
の缶バッジ、そして「いよいよ旅立ちの時です。挑
戦の時です。悔いなく自分を出し切ってください」
というメッセージカードを添えて贈呈しました。卒
業生はこれから大きく羽ばたいてくれることでしょ
う。

　３月12日、南九州市茶業振興大会が、川辺文化
会館で開催されました。
　令和３年度から南九州市茶業振興会の新会長に選
出された西垂水学会長から「茶業者全員が一致団結
して消費者への知名度向上など茶産地としての課題
に取り組んでいく」などのあいさつがありました。
その後第74回全国茶品評会での産地賞・農林水産
大臣賞等の受賞および茶業功労者への表彰などが行
われました。

▲�日々の努力で表彰の栄誉を獲得▲知覧中の卒業生へ知覧茶を贈呈しました「卒業おめでとうございます」

～中学卒業生へ桜知覧茶贈呈～

知覧町茶業青年の会より
～南九州市茶業振興大会～

知覧茶生産者一丸となって！

～国土緑化運動ポスター原画コンクール入賞～

緑の大切さを描きました！
～河川・海岸愛護運動知事表彰状伝達式～

受賞おめでとうございます！
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Information

新
た
な
加
工
商
品
の
開
発

を
考
え
て
い
る
方
へ

　
「
道
の
駅
」
川
辺
や
す
ら
ぎ
の
郷
の
活

性
化
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
一
環

と
し
て
南
九
州
市
内
で
生
産
し
て
い
る
農

畜
産
物
を
活
用
し
た
新
た
な
加
工
商
品

（
６
次
産
業
化
）
の
開
発
を
支
援
し
ま
す
。

　

対
象
者
は
市
内
在
住
者
お
よ
び
市
内
事

業
所
・
店
舗
の
あ
る
方
で
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
開
発
を
考
え
て

い
る
方
な
ど
。

　

参
考
と
し
て
、
令
和
２
年
度
の
加
工
商

品
は「
ニ
ン
ジ
ン
ま
る
ま
る
み
そ
ス
ー
プ
」

と
「
神
殿
米
の
玄
米
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」
で
し

た
。

　

農
畜
産
物
を
活
用
し
た
新
た
な
加
工
商

品
の
開
発
に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
方
は
5

月
21
日
（
金
）
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

［
担
当
］
頴 

農
政
課 

生
産
流
通
指
導
係

消
費
生
活
出
前
講
座
の

�

受
講
団
体
募
集
！

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
電
話
勧

誘
や
訪
問
販
売
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や

す
い
消
費
生
活
に
関
す
る
講
座
を
出
張
料

無
料
で
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
公
民
館

講
座
や
長
寿
学
級
な
ど
の
団
体
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
知 

商
工
観
光
課 

商
工
水
産
係

知
覧
特
攻
基
地
戦
没
者

慰
霊
祭
の
中
止

　

令
和
３
年
５
月
３
日
に
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
「
第
67
回
知
覧
特
攻
基
地
戦

没
者
慰
霊
祭
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
収
束
が
見
え
な
い
た
め
、
中

止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

［
問
］
知
覧
特
攻
慰
霊
顕
彰
会
事
務
局

　

☎
０
９
９
３-

83-

１
５
２
６

募
　
集

南
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

�

　
新
年
度
会
員
募
集
中
！

　
「
い
つ
で
も 

ど
こ
で
も 

だ
れ
で
も 

気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
！
」

　
『
南
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
』
は
、
な

ぎ
な
た
・
卓
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
に

い
つ
で
も
参
加
で
き
る
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。

■
申
込
期
間
＝
随
時

■
年
会
費
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
含
）
＝

催
　
し

　

・
18
歳
以
下　
　
　
　

３
０
０
０
円

　

・
19
歳
以
上　
　
　
　

４
０
０
０
円

　

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員　

８
０
０
０
円

■�

申
込
方
法
＝
所
定
の
入
会
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
事
務
局
ま
た
は
諏

訪
運
動
公
園
管
理
事
務
所
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
南
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
川 

市
教
育
委
員
会
保
健
体
育
課
内
）

国
際
交
流
協
会
の

�

会
員
を
募
集
中
！

　

南
九
州
市
国
際
交
流
協
会
の
会
員
に
な

り
ま
せ
ん
か
？

　

南
九
州
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
外
国

人
と
一
緒
に
料
理
教
室
を
し
た
り
、
外
国

語
を
学
ん
だ
り
、
外
国
人
と
触
れ
合
う
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
会

員
に
な
る
と
年
会
費
以
外
無
料
で
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

や
国
際
交
流
に
関
す
る
情
報
が
届
き
ま

す
。

　

と
っ
て
も
お
得
で
す
！

■
年
会
費
＝
個
人　

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

団
体　

３
０
０
０
円

　

会
員
に
な
る
に
は
入
会
申
込
書
の
提
出

と
年
会
費
の
支
払
い
の
み
と
簡
単
で
す
。

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
知 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

共
生
・

協
働
推
進
係

青
少
年
国
内
派
遣
事
業

�

参
加
者
募
集

　

南
九
州
市
と
青
森
県
平
川
市
の
中
学
生

お
よ
び
高
校
生
が
相
互
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

す
る
事
業
で
す
。
そ
の
交
流
を
通
し
て
異

な
る
文
化
や
習
慣
に
触
れ
る
こ
と
で
、
郷

土
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
認
識
し
、
さ
ら
に

広
い
視
野
と
豊
か
な
感
性
を
育
て
、
市
の

青
少
年
活
動
の
一
翼
を
担
う
人
材
を
育
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
期
間
＝

・�

受
け
入
れ
：
令
和
３
年
７
月
24
日
（
土
）

～
27
日
（
火
）

・�

派　
　

遣
：
令
和
３
年
12
月
25
日
（
土
）

～
28
日
（
火
）

■
参
加
資
格
＝
南
九
州
市
内
在
住
の
中

学
・
高
校
生
（
受
け
入
れ
・
派
遣
の
ど

ち
ら
も
可
能
な
家
庭
）

　

�（
７
月
に
各
家
庭
１
人
ず
つ
受
け
入
れ

て
い
た
だ
き
、
12
月
に
７
人
を
青
森
県

平
川
市
へ
派
遣
し
ま
す
。）

■�

募
集
人
数
＝
７
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
面
接
な
ど
実
施
）

■
費
用
＝
５
万
円

■�

申
込
方
法
＝
５
月
14
日
（
金
）
ま
で
に

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
担

当
係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
な

ど
に
よ
り
、
派
遣
事
業
が
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

［
担
当
］
川 
社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係
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Information

　「最近、物忘れが気になる」「認知症が心配」という方はいらっしゃいませんか。気になった時が対策の始め時で
す。楽しい教室で、脳を生き生きさせてみませんか。
■日　時＝５月 19 日～８月４日の間で全 12 回　毎週水曜日　午後２時～３時 30 分
■場　所＝ひまわり館（川辺）
■内　容＝タブレットを利用した脳トレ、軽い体操などを行う教室です。※詳しくは、問い合わせ先まで。
■対　象＝市内在住のおおむね 65 歳以上で、次の①～③の項目に一つでも該当する方を優先します。
　　　　　①今日が何月何日か分からないときがある。
　　　　　②周りの人に「よく同じ事を聞く」と言われるなどの物忘れがある。
　　　　　③自分で電話番号を調べて、電話をかけることがない。
　　　　　※ただし、一度も教室に参加されていない方を優先。また、介護保険サービスを利用中の方は除く。
■定　員＝ 25 人　※定員を超える場合は抽選になります。
■参加料＝無料
■申込締切＝４月 28 日（水）まで
■その他＝知覧地域は８月から、頴娃地域は 12 月から開始予定となります。

【問・申】川  長寿介護課 地域包括ケア係

「脳若返り教室」参加者募集！

令和３年度　スポーツ教室　【健康ヨガ教室・ピラティス教室】
　普段使わない筋肉を伸ばし、ゆったりとした呼吸法で心身共にリラックス。体力アップ、骨盤矯正、冷え性予防、
ストレス解消、ダイエットにつながる汗を一緒に流してみませんか。
■�日時＝５～ 11 月（全 50 回予定：各教室の実施

日、場所は重複しません）
■�受講料＝ 3,000 円（全会場の全教室受講可能）
■�申込方法＝５月 14 日（金）までに担当係また

は頴娃・知覧文化会館にある申込書に必要事項
を記入し、受講料を添えて提出。

※定員になり次第、締め切ります。（先着順）
※�新型コロナウイルス感染症の拡大状況により日

程および回数が変更になる場合があります。

教室名 曜日 時間 場所
健康ヨガ教室 水曜日 午後 8 ～ 9 時 知覧武道館

（24回）
ピラティス教室 火曜日 〃 頴娃武道館

（10回）
ピラティス教室 火曜日 〃 川辺小学校体育館

（10回）
ピラティス教室 火曜日 〃 知覧武道館

（６回）

５月の悩み相談室
　家庭や職場、子育てや介護、DV やセクハラ、ジェンダー、
LGBTQ のことなど悩みを抱えている方、どんなことでもお気
軽にご相談ください。専門のカウンセラーが相談に応じ、秘密
は固く守られます。
■相談日時＝５月 15 日（土）午後１時～５時（１人 50 分程度）
■場所＝ちらん夢郷館
■完全予約制＝毎月１回開催されます
　予約受付時間　午前９時～午後５時（土日・祝日を除く）
　☎ 0993-83-2511（相談室予約専用内線 2222）

[ 担当 ] 知  まちづくり推進課 共生・協働推進係

特設人権相談所の開設
　特設人権相談所は家庭内（結婚、夫婦、親子、
離婚、相続）や隣近所のもめごとのほか、一般
民事事件、人権や法律問題などについて、人権
擁護委員が相談をお受けします。
　予約は不要で、相談は無料。秘密は固く守ら
れます。
■日時＝令和３年５月 13 日（木）
　　　　午前 10 時～午後３時
■場所＝知覧文化会館
[ 問 ] 鹿児島地方法務局知覧支局
　　☎ 0993-83-2208　

行政への相談ごと、ありませんか？
　毎日の暮らしの中で、役所などの仕事や行政サービスなどに
対して、疑問・苦情や意見などはありませんか。
　総務大臣委嘱の市行政相談員が皆さまの相談に応じます。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。
■行政相談員
　　齊藤　耕太郎　☎ 0993-38-1815
　　福田　晃己　　☎ 0993-83-2035
　　峠坂　洋昭　　☎ 0993-78-3621
　毎月、知覧老人福祉センターと市民交流センターひまわり館
で行政相談を行っています。詳しい日時は、広報紙のくらしの
カレンダーや市ＨＰなどでご確認ください。

[ 問 ] 知  総務課 行政係

交通事故相談所の設置
　県では、交通事故による被災者などの救済に
寄与するため、交通事故相談所を設置し、無料
で相談に応じています。交通事故にあったら、
悩まずに、まずご相談ください。
　示談のすすめ方、保険請求手続き、損害賠償
の計算方法など相談員がアドバイスします。
※鹿児島県交通事故相談所
■受付時間＝午前９時～午後３時 30 分
　　　　　　月曜日～金曜日（祝日を除く）
■場所＝鹿児島県庁１階（鹿児島市鴨池新町
　　　　10 番１号）☎ 099-286-2526

[ 担当 ] 川  保健体育課 市民体育係
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☎
０
９
９
３-

56-

５
４
５
０

地
域
づ
く
り
を

�

応
援
し
ま
す
！

　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
地
域

住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
事
業
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■�

対
象
団
体
＝
自
治
会
、
地
区
公
民
館
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど

■
対
象
事
業
お
よ
び
補
助
金
額
＝

○�

ま
ち
づ
く
り
実
践
事
業
：
当
該
経
費
の

５
割
以
内
で
、
上
限
20
万
円

　

�（
む
ら
お
こ
し
、
伝
統
文
化
の
継
承
・

復
活
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
）

○�

ま
ち
づ
く
り
人
材
養
成
事
業
：
当
該
経

費
の
６
割
以
内
の
額

　

・
国
内
研
修　

上
限
10
万
円

　

・
海
外
研
修　

上
限
30
万
円

　

�（
国
内
外
の
先
進
地
へ
研
修
視
察
な
ど
）

○�

テ
ー
マ
設
定
型
実
践
事
業
：
当
該
経
費

の
10
割
以
内
で
、
上
限
10
万
円

　

�（
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
話
し
合
い
活
動

の
講
師
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
な
ど
）

■�

申
込
方
法
＝
計
画
書
や
見
積
書
な
ど
の

必
要
書
類
を
担
当
係
ま
た
は
頴
・
川

地
域
振
興
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
の
様
式
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
申
請
期
限
＝
５
月
31
日
（
月
）

［
担
当
］
知 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

共
生
・

　
　
　
　
　

協
働
推
進
係

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の

課
税
免
除

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
や
、
障
が
い

の
あ
る
方
の
た
め
に
利
用
す
る
軽
自
動
車

な
ど
は
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
障

が
い
者
１
人
に
つ
き
１
台
に
限
ら
れ
、
自

動
車
税
（
種
別
割
）
と
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
の
両
方
で
免
除
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

※�

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
18
歳
未

満
の
方
、
療
育
手
帳
（
A1
か
A2
）
お
よ

び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
１
級
）

を
お
持
ち
の
方
は
、
生
計
を
一
に
す
る

方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

■
申
請
期
限
＝
５
月
24
日
（
月
）

※�

期
限
を
過
ぎ
る
と
令
和
３
年
度
の
免
除

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■�

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
障
害
者
手
帳
な

ど
、
運
転
免
許
証
、
車
検
証

※�

前
年
度
に
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の

免
除
を
受
け
、
申
請
内
容
に
変
更
の
な

い
方
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

障
が
い
の
等
級
に
よ
り
、
免
除
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担

当
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
頴 

税
務
課 

市
民
税
係

　
　
　

 

川 

・ 

知 

支
所 

税
務
係

お
知
ら
せ

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ

家
屋
侵
入
防
止
剤
支
給
助
成

　

市
で
は
、
薬
剤
購
入
に
対
し
て
７
割
補

助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■�

対
象
者
＝
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

（
事
業
所
は
補
助
対
象
外
）

■�

申
請
方
法
＝
担
当
係
で
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※�

自
治
会
長
が
取
り
ま
と
め
て
申
請
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※�

自
治
会
の
共
同
防
除
に
限
り
、
薬
剤
（
ミ

リ
ペ
ー
ダ
、
ヤ
ス
デ
乳
剤
）
を
無
償
で
配

布
し
ま
す
。
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
注
意
】

　

発
生
地
区
拡
大
の
原
因
は
、
人
為
的
な

移
動
も
考
え
ら
ま
す
。
発
生
地
区
か
ら
根

付
き
植
物
、
鉢
植
え
な
ど
を
極
力
持
ち
出

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
や
む
を

得
ず
持
ち
出
す
場
合
は
、
移
動
前
に
薬
剤

で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
川 

市
民
生
活
課 
生
活
衛
生
係

　
　
　

 

頴 

・ 

知 

支
所 
市
民
生
活
係

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
を

お
手
伝
い
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
等
（
コ
ン
ポ

ス
ト
含
む
）
を
購
入
さ
れ
た
方
に
購
入
金

額
の
半
額
を
助
成
（
上
限
額
２
万
円
）
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
年
度
内
に
購
入
を

さ
れ
た
方
、
購
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

は
、
担
当
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
を
検
討

さ
れ
て
い
る
方
に
無
料
で
貸
し
出
し
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
活
用

い
た
だ
き
、
生
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

①
生
ご
み
処
理
機
等
購
入
補
助
金

�　
　

�

購
入
金
額
の
半
額
を
助
成
（
上
限
額

２
万
円
）

■
対
象
者
＝

・�

市
内
に
住
所
を
有
し
、
居
住
し
て
い
る

方
・�

税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

・�

当
該
年
度
に
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

　

�（
電
動
生
ご
み
処
理
機
１
台
・
コ
ン
ポ

ス
ト
容
器
な
ど
２
基
ま
で
）

※�

申
請
時
に
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
の

で
、
担
当
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※�

予
算
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申

請
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
生
ご
み
処
理
機
貸
出
事
業

　
　

貸
出
期
間
は
原
則
４
週
間
以
内

■
対
象
者
＝

・�

市
内
に
住
所
を
有
し
、
居
住
し
て
い
る

20
歳
以
上
の
方
で
、
処
理
機
を
適
正
に

維
持
管
理
で
き
る
方

・
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
で
き
る
方

［
担
当
］
川 

市
民
生
活
課 

生
活
衛
生
係

　
　

 　

頴 

・ 

知 

支
所 

市
民
生
活
係

南
九
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

川
辺
支
所
が
移
転
し
ま
し
た

■�

移
転
先
＝
南
九
州
市
役
所
川
辺
庁
舎
別

館
１
階

［
問
］
南
九
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

川
辺
支
所
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Information

■�

対
象
＝
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
離
職
・

廃
業
か
ら
２
年
以
内
ま
た
は
休
業
な
ど

に
よ
り
収
入
が
減
少
し
、
離
職
な
ど
と

同
程
度
の
状
況
に
あ
る
方

※�

資
産
な
ど
の
状
況
に
よ
り
、
給
付
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※�

自
立
相
談
支
援
事
業
、
就
労
準
備
支
援

事
業
お
よ
び
家
計
改
善
支
援
事
業
は
南

九
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
相
談
窓
口

と
な
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
相
談
専
用
電
話

　

☎
０
９
９
３-

76-

８
８
２
０

※
住
居
確
保
給
付
金
は
福
祉
課
生
活
支
援

係
が
相
談
窓
口
と
な
り
ま
す
。

［
担
当
］
川 

福
祉
課 

生
活
支
援
係

　
　
　
　

【
国
民
健
康
保
険
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
傷
病
手
当
金

適
用
期
間
が
延
長
！

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
、
ま
た
は
発
熱

な
ど
の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
た
場

合
に
、
療
養
の
た
め
労
務
に
服
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
方
（
給
与
な
ど
の
支
払

い
を
受
け
て
い
る
方
に
限
る
）
へ
傷
病
手

当
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医

療
の
加
入
者
も
同
様
の
扱
い
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
担
当
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
適
用
期
間
【
変
更
後
】
＝　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

～
あ
な
た
の
自
立
を
支
援
し
ま
す
～

　

最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
恐
れ
の
あ
る
方
を
、
生
活

保
護
に
至
る
前
の
段
階
で
細
や
か
に
支
援

し
ま
す
。
生
活
に
困
っ
た
と
き
は
、
相
談

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
自
立
相
談
支
援
事
業
】

　

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
方
が
、
生
活
保

護
を
受
給
す
る
こ
と
な
く
、
早
い
段
階
で

自
立
し
た
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
支
援
員

が
相
談
を
受
け
、
問
題
に
対
応
し
た
支
援

を
提
案
し
ま
す
。

【
就
労
準
備
支
援
事
業
】

　

生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
て
い
る
な
ど
就
労

に
向
け
た
準
備
が
必
要
な
方
を
対
象
と
し

て
、
一
般
就
労
の
準
備
と
し
て
の
基
礎
能

力
の
形
成
に
向
け
て
支
援
し
ま
す
。

【
家
計
改
善
支
援
事
業
】

　

家
計
か
ら
生
活
再
建
を
考
え
る
方
を
対

象
と
し
て
、
家
計
表
な
ど
を
活
用
し
て
家

計
の
状
況
を
「
見
え
る
化
」
し
、
本
人
を

含
む
世
帯
全
体
の
家
計
収
支
な
ど
に
関
す

る
課
題
の
評
価
・
分
析
し
、
状
況
に
応
じ

た
家
計
再
建
プ
ラ
ン
を
作
成
し
支
援
し
ま

す
。

【
住
居
確
保
給
付
金
】

　

離
職
・
廃
業
ま
た
は
休
業
な
ど
に
伴
う

収
入
減
少
に
よ
り
、
住
居
を
失
っ
た
方
や

失
う
恐
れ
の
あ
る
方
が
、
安
心
し
て
就
職

活
動
を
行
え
る
よ
う
、
期
限
付
き
で
家
賃

相
当
を
支
給
し
ま
す
。

■
補
助
金
額
＝

（
国
民
健
康
保
険
）

・�

人
間
ド
ッ
ク
・
が
ん
ド
ッ
ク
：
２
万
５

千
円
以
内

・
脳
ド
ッ
ク
：
１
万
５
千
円
以
内

（
後
期
高
齢
者
医
療
）

・�

人
間
ド
ッ
ク
・
が
ん
ド
ッ
ク
：
８
千
円

以
内

・
脳
ド
ッ
ク
：
５
千
円
以
内

■
申
請
方
法
＝

　

被
保
険
者
証
、
印
か
ん
、
受
診
者
名
義

の
預
金
通
帳
を
持
参
の
上
、
受
診
予
定
日

の
２
週
間
程
度
前
ま
で
に
は
各
庁
舎
担
当

係
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

受
診
日
以
降
の
申
請
は
、
受
け
付
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
度
内
の
申
請
は

ド
ッ
ク
１
種
類
か
つ
１
回
限
り
で
す
。

※�

受
け
付
け
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

お
早
め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

［
担
当
］
川 

健
康
増
進
課 

保
険
係

　
　

 　

知
・
頴 

支
所　

市
民
生
活
係

５
月
は「
水
防
月
間
」

　
『
洪
水
か
ら
守
ろ
う
み
ん
な
の
地
域
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
水
防
に
対
す
る
理
解

と
水
害
の
未
然
防
止
ま
た
は
軽
減
を
図
る

た
め
、
５
月
を
「
水
防
月
間
」
と
定
め
て

い
ま
す
。
水
防
訓
練
や
河
川
管
理
施
設
な

ど
の
点
検
・
整
備
に
取
り
組
み
、
出
水
期

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

［
問
］
県
庁 

土
木
部
河
川
課 

管
理
係

　
令
和
２
年
１
月
１
日
～
令
和
３
年
６
月

30
日
の
間
で
療
養
の
た
め
労
務
に
服
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
（
入
院
が
継

続
す
る
場
合
な
ど
は
、
最
長
１
年
６
カ

月
ま
で
）

［
担
当
］
川 

健
康
増
進
課 

保
険
係

人
間
ド
ッ
ク
等
補
助
金
制
度

～�

国
民
健
康
保
険・後
期
高
齢
者
医
療

の
方
へ
～

　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
の
加
入
者
の
健
康
管
理
に
役
立
て
て
い

た
だ
く
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
診

さ
れ
た
方
に
対
し
、
補
助
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

■�

対
象
者
＝
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て

い
る
方

（
国
民
健
康
保
険
）

①�

受
診
日
現
在
で
継
続
し
て
１
年
以
上
加

入
し
て
い
る
方

②
受
診
日
現
在
で
30
歳
以
上
の
方

③
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

④�

市
が
指
定
す
る
検
査
項
目
を
満
た
し
、

そ
の
結
果
を
市
に
情
報
提
供
で
き
る
方

（
後
期
高
齢
者
医
療
）

①
受
診
日
現
在
加
入
し
て
い
る
方

②�
受
診
年
度
に
南
九
州
市
国
民
健
康
保
険

の
人
間
ド
ッ
ク
等
補
助
金
を
受
け
て
い

な
い
方

③
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

④�

市
が
指
定
す
る
検
査
項
目
を
満
た
し
、

そ
の
結
果
を
市
に
情
報
提
供
で
き
る
方
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図
り
な
が
ら
、
地
域
に
根
差
し
た
男
女
共

同
参
画
の
推
進
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
推
進
員
】

・
大
隣　

初
美
さ
ん
（
知
覧
地
域
）

　
　
　

任
期
：
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

・
岡
村　

も
も
子
さ
ん
（
頴
娃
地
域
）

　
　
　

任
期
：
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

・
藤
下　

勲
さ
ん
（
頴
娃
地
域
）

　
　
　

任
期
：
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

・
井
上　

陽
子
さ
ん
（
川
辺
地
域
）

　
　
　

任
期
：
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

［
担
当
］
知 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

共
生
・

　
　
　
　
　

協
働
推
進
係

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病

薬
剤
の
効
果
的
な
使
用
方
法

　

次
の
薬
剤
が
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
に
対

し
て
農
薬
登
録
さ
れ
、
防
除
に
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
基
腐
病
に
は
、

薬
剤
だ
け
で
は

な
く
総
合
的
な

対
策
が
必
要
で

す
。
引
き
続
き
、

基
本
技
術
の
励

行
・
土
作
り
に

取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
新
規
登
録
農
薬
＝

　
　
「
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
」

■
効
果
的
な
使
用
方
法
＝

①�

散
布
時
に
発
病
株
が
あ
る
場
合
に
は
、

５
月
５
日
～
11
日
は

「
児
童
福
祉
週
間
」で
す

　

子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
に
つ
い
て
国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と

を
目
的
に
、５
月
５
日
の
「
子
ど
も
の
日
」

か
ら
１
週
間
を
「
児
童
福
祉
週
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。次
世
代
を
担
う
子
ど
も
が
、

家
庭
や
地
域
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

　

南
九
州
市
に
住
む
子
ど
も
や
そ
の
保
護

者
、
子
ど
も
た
ち
の
保
育
や
教
育
に
携

わ
っ
て
い
る
方
々
の
相
談
、
解
決
の
た
め

に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

～
子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
～

・
電
話
＝
０
９
９
３-

83-

１
５
３
９

・
場
所
＝
知
覧
文
化
会
館
２
階

・
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
（
土
日
・
祝
日
除
く
）

［
担
当
］
川 

福
祉
課 

子
育
て
支
援
係

県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員

　

県
が
設
置
す
る
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参

画
地
域
推
進
員
に
、
南
九
州
市
か
ら
４
人

の
方
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
や
地
域

の
各
種
関
係
団
体
な
ど
と
協
力
・
連
携
を

令
和
３
年
度「
児
童
福
祉
週
間
」標
語

『
あ
た
た
か
い　
こ
と
ば
が
つ
な
ぐ

�

　
こ
こ
ろ
の
わ
』

職
業
訓
練
指
導
員
（
48
時
間
）

講
習
の
案
内

　

職
業
訓
練
指
導
員
と
し
て
必
要
な
能
力

を
付
与
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

■�

期
日
＝
８
月
10
日（
火
）～
12
日（
木
）、

17
日
（
火
）
～
19
日
（
木
）
の
６
日
間

■
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■�

場
所
＝
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島

（
鹿
児
島
市
東
郡
元
14-

３
）

■
受
講
資
格
（
主
な
も
の
）
＝

　

①�

技
能
検
定
（
国
家
検
定
）
の
１
級
・

単
一
等
級
合
格
者

　

②�

職
業
能
力
開
発
校
修
了
者
で
４
年
～

10
年
の
実
務
経
験
者

　

③�

学
校
教
育
法
に
よ
る
免
許
職
種
に
関

す
る
学
科
を
修
め
た
者
で
、
大
学
卒

者
２
年
、
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学

校
卒
者
４
年
、
高
等
学
校
卒
者
７
年

の
実
務
経
験
の
あ
る
者

■�

受
付
期
間
＝
５
月
17
日
（
月
）
～
28
日

（
金
）
必
着
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

■�

定
員
＝
30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
）

■�

受
講
料
＝
１
万
５
６
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
込
み
）

※�

受
講
案
内
、
受
講
申
請
書
は
鹿
児
島
県

職
業
能
力
開
発
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

［
申
・
問
］
鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協

会　

☎
０
９
９-

２
２
６-

３
２
４
０

必
ず
株
ご
と
除
去
し
て
か
ら
散
布
。

②�

地
際
の
茎
に
薬
剤
が
十
分
か
か
る
よ
う

に
散
布
す
る
こ
と
で
、効
果
が
安
定
。

③�

多
発
し
て
か
ら
の
防
除
は
効
果
が
認
め

ら
れ
な
い
た
め
、発
生
初
期
か
ら
の
防

除
を
徹
底
。

④�

耐
性
菌
管
理
の
観
点
か
ら
連
用
は
避

け
、
既
登
録
の
銅
剤
と
の
輪
番
で
散
布

す
る
（
発
生
確
認
後
や
台
風
通
過
後
な

ど
の
防
除
に
使
用
く
だ
さ
い
）。

※
苗
消
毒
は
、必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

［
問
］

・
頴 

農
政
課 

生
産
流
通
指
導
係

・�

い
ぶ
す
き
農
業
協
同
組
合 

西
部
経
済

課　

☎
０
９
９
３-

36-

１
１
３
４

・
南
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合

　

知
覧
支
所
☎
０
９
９
３-

84-

１
１
８
５

　

川
辺
支
所
☎
０
９
９
３-

56-

１
１
２
８

・
南
薩
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課

　
　

☎
０
９
９
３-

52-

１
３
４
６

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
延
長

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
期
限

　
が
４
月
末
ま
で
に
延
長

　

広
報
紙
２
月
号
で
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

取
得
の
た
め
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申

請
期
限
」
を
令
和
３
年
３
月
ま
で
と
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
国
の
取
り
扱
い
変
更

に
よ
り
令
和
３
年
４
月
末
ま
で
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
取
得

期
限
は
令
和
３
年
９
月
末
ま
で
で
す
。

［
担
当
］
知 

商
工
観
光
課 

商
工
水
産
係

▲基腐病の被害を受けた畑
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Information

ワクチン接種までの流れ

①接種可能な時期を確認する
　高齢者のワクチンの接種開始日は、５月10日を予定しています。
　本市においては、まずは「85歳以上の方」および「高齢者施設等に入所している65歳以上の方」ならびに「高
齢者施設等の従事者」に「接種券」を郵送します。その後は、ワクチンの供給状況に応じて、接種対象者の
年齢を段階的に引き下げていく予定としています。
　※�高齢者施設等については、施設において接種を行えるよう準備を進めています。施設での接種を希望される場合は、準備が整い次

第接種を受けてください。

②医療機関/接種会場を探す
・ワクチンの接種は、原則として住民票のある市区町村で行うことになります。
・市のホームページにおいて、ワクチンの接種を受けることができる医療機関等をお知らせします。
　※医療機関や接種会場を探すことができない場合は、市にお問い合わせください。
　※入院中・入所中の方等を除き、ワクチンは住民票のある市町村（住所地）で受けます。

◎住民票がある場所（住所地）以外での接種について
・枕崎市の医療機関での接種を希望される方　　　⇒　0993-76-1187（枕崎市コールセンター）
・南さつま市の医療機関での接種を希望される方　⇒　0993-76-1522（南さつま市コールセンター）
・入院・入所中の医療機関や施設でワクチンを受ける方　⇒　医療機関や施設でご相談ください。
・基礎疾患で治療中の医療機関でワクチンを受ける方　⇒　医療機関でご相談ください。
・お住まいが住所地と異なる方　⇒　実際にお住まいの地域でワクチンを受けられる場合があります。

③予約する（南九州市内の医療機関での接種を希望される場合）
・ワクチン接種の予約受け付けは、４月26日に開始する予定です。
・接種会場については、市のホームページにおいてご案内しておりますので、
　接種会場をご確認の上、必ず予約をして接種を受けてください。
・予約受け付けは、市のコールセンターまでご連絡ください。
　※令和３年５月末まで（６月以降の予約方法については、再度ご案内します）

④接種を受ける
・今回のワクチンは、効果を十分に得るために２回接種を受ける必要があります。
・１回目と２回目で、３週間の間隔をあけることとなります。

　ワクチン接種（１回目）　　　　　　ワクチン接種（２回目）

・接種の際は、肩を出しやすい服装でお越しください。
・�同封された接種券は、２回分の「接種券」と「予防接種済証」が１枚になっています。毎回、切り離さず

台紙ごとお持ちください。
・�接種前に自宅で体温を測定し、明らかな発熱がある場合や体調が悪い場合などは、接種を控え、予約した

市町村の窓口や医療機関にご連絡ください。

　南九州市新型コロナワクチン接種専用コールセンター
　　開 設 日：令和３年４月19日（月）
　　電話番号：0993-76-1228
　　受付時間：午前８時30分～午後５時（土日祝、年末年始を除く）

３週間

当日の
持ち物

・接種券
・予診票
・本人確認書類（運転免許証、健康保険証など）

+

ワクチン接種可能な
医療機関（南九州市）

［問］健康増進課 保健予防係 TEL0993-58-7221
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新型コロナワクチン
接種のお知らせ

接種費用

無 料
（全額公費）

概　要
　新型コロナウイルスのワクチン接種は、感染症の発症を予防し、死
亡者や重症者の発生をできる限り減らし、結果として新型コロナウイ
ルス感染症のまん延の防止を図るもので、希望する16歳以上の方が
接種を受けることができます。
　南九州市では、国が示す接種順位（医療従事者等、高齢者、高齢者
施設等の従事者、基礎疾患のある方）により、順次接種を開始するこ
ととして、３月15日から医療従事者の方の接種を開始しています。
　４月19日から、65歳以上の高齢者の方に対して、上の年齢層から、
順次「接種券」を発送します。ご自身の接種の順番を確認いただき、
順番が来るまでお待ちください。

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
以降

ワクチン接種 医療従事者

高齢者
（65歳以上）

高齢者施設等
の従事者

基礎疾患のある方

その他の方

コールセンター 開設⇒ 4月 26日から予約受け付け開始

接種券のイメージ

接種開始

接種開始

4/19

4/19

接種券発送

※ワクチンの供給状況により、年齢ごとに順次発送

接種券発送

※主治医の診断により基礎疾患とされた場合のみ接種可

※高齢者接種の状況により発送
接種券発送

※ワクチンの接種はご本人の同意のもとに行われるものです。職場や周りの方などに接種を強制したり、
　接種を受けていない方に差別的な扱いをすることのないようお願いします。

行政機関などをかたった「なりすまし」にご注意ください！
＜事例１＞
「コロナワクチンが接種できる。後日全額返
金するので、お金を振り込むように」と保
健センターをかたる電話があった。

＜事例２＞
高齢者宅に「コロナワクチンが無料で受けられます」と
個人情報を聞き出す不審な電話がかかってきた。電話や
メールで個人情報を求めることはありません！

ワクチン接種は無料です！ 電話やメールで個人情報を
求めることはありません！ 
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予防接種　市では、子どもと大人の予防接種に助成（全額または一部）を行っています。
　お手元に予診票が届いたら、計画的に予防接種を受けましょう。

予防接種の種類 ワクチン 回数等 予診票の送付時期 対象者 備考
A類　病気のまん延を防止する目的で実施する予防接種。有効期限内の接種費用は無料です。
BCG 生 １回 生まれた月の翌月下旬 １歳未満
B型肝炎 不活化 ３回 生まれた月の翌月下旬 １歳未満

ロタ 生
２回（1価
ワクチン） 生まれた月の翌月下旬 生後６～24週
３回（5価
ワクチン） 生まれた月の翌月下旬 生後６～32週

Hib 不活化 初回（３回）生まれた月の翌月下旬
生後２月～生後60
月未満（５歳未満）

追加（１回）１歳のお誕生月の翌月中旬

小児肺炎球菌 不活化 初回（３回）生まれた月の翌月下旬
追加（１回）１歳のお誕生月の翌月中旬

４種混合
（ジフテリア・
百日せき・破傷風・

ポリオ）
不活化

１期初回
（３回） 生まれた月の翌月下旬 生後３月～生後90

月未満（７歳６月未
満）１期追加

（１回） １歳のお誕生月の翌月中旬
MR（麻しん風しん）
１期 生 １回 １歳のお誕生月の翌月中旬 生後12月～生後24

月未満（２歳未満）
MR（麻しん風しん）
２期 生 １回 ６歳になる年度の４月 当該年度内に6歳に

なる児童

MR（麻しん風しん）
５期 生 １回

昨年度までに送付済
転入者･紛失された方はお
問い合わせください。

昭和37年4月２日～
昭和54年４月１日
生まれの男性

令和４年２月末まで
実施。抗体検査で抗
体の有無を確認して
から接種

水痘 生 ２回 １歳のお誕生月の翌月中旬 １歳以上３歳未満

日本脳炎 不活化

１期（３回）３歳のお誕生月下旬 ３歳以上７歳半未満
２期（１回）９歳のお誕生月下旬 ９歳以上13歳未満

２期（特例）18歳になる年度当初
平成７年４月２日～
平成19年４月１日
生まれの方

※�接種期限は20歳未
満

２種混合
（ジフテリア・破傷風） 不活化 １回 小学校６年生時の年度当初 11歳以上13歳未満

子宮頸がん 不活化 ２回／３回 ※１ 小学6年生～高校１
年相当の女子

B類　個人の病気を予防する目的で実施する予防接種。市の助成額と接種費用の差額は自己負担金となります。

季節性
インフルエンザ 不活化 １回 ９月下旬 65歳以上の方

市助成額：1,000円
年齢基準日：令和３
年10月1日

成人用肺炎球菌 不活化 １回 ５月上旬
令和３年度に65歳、
70歳、75歳、80歳、
85歳、90歳、95歳、
100歳になる方

市助成額：3,000円
過去に成人用肺炎球
菌の予防接種を受け
た方は対象外です。

任意接種　基本的に自己負担で受ける予防接種ですが、対象者には市が接種費用を一部助成します。

季節性
インフルエンザ 不活化 ２回 ９月下旬 生後６月※２～小学

校６年生

市助成額：1回1,000
円（計２回）
予診票の再発行はで
きません。

おたふくかぜ 生
１回目 １歳のお誕生月の翌月中旬

生後12月～生後24
月未満（２歳未満）
令和２年４月２日以降
出生の方に限ります。

★今年度から助成が
始まりました★
市 の 助 成 額：1回
3,000円（計２回）
予診票の再発行はで
きません。２回目 ６歳になる年度の４月 当該年度内に6歳に

なる児童
※１　積極的な接種勧奨を一時差し控えています。接種を希望する方は、知覧保健センターまでお問い合わせください。
※２　令和３年４月１日以降に生まれた方は、生後６月になったら知覧保健センターまでお問い合わせください。
[問 ] 知覧保健センター（保健予防係）　☎ 0993-58-7221

市から郵送で予診票が届く 医療機関に電話予約 予診票に記入
予約した医療機関で予防接種
お子さんの母子手帳を忘れずに！

予防接種
の
受け方
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「健康診査等受診希望調査票」は
提出されましたか？
希望調査を未提出の方や、各種健(検)診
を受診しない、と回答されている方には
健(検)診のご案内は届きません。

提出がまだの方は、お早めにご提出ください。

健(検)診、
申し込み
ましたか？

令和３年度　集団健(検)診のおしらせ
特定健診（集団）
胃がん・大腸がん・肺がん検診の同時受診可

胃がん検診

大腸がん・肺がん検診

乳がん・子宮頸がん検診

対象者 40歳以上の方（国保）
日程 頴娃 ７月下旬

知覧 ８月上旬
川辺 ７月中旬

対象者 40歳以上の方（国保以外）

日程 頴娃 10月下旬
知覧 11月上旬
川辺 10月中旬

対象者 40歳以上の方
日程 頴娃 ７月下旬

知覧 ８月上旬
川辺 ７月中旬

対象者 (乳）40歳以上の女性
(子）20歳以上の女性

日程 頴娃 11月上旬
知覧 11月下旬
川辺 11月中旬

日頃の生活習慣を振り返るチャンスです
受診後のサポート体制も充実！

日本人がかかりやすいがん

大腸がん　近年、患者数が増加傾向
肺がん　　鹿児島県のがん死亡率第１位

乳がん　　　女性がかかるがん第１位
子宮頸がん　近年、20歳代での増加が顕著

＊健(検)診のご案内は、２週間前までに送付予定です。
＊健(検)診会場は、各地域の保健センターになります。

＊�30歳代国保の方：全員に健診をご案内します。
早めの健診デビューを!!

■□■　新型コロナウイルス感染症について　■□■
＊新型コロナウイルス感染症対策として、受診日時を指定します。
　できるだけ指定された日時での受診をお願いします。
＊感染症の状況により健(検)診を延期・中止することがあります。

※ [問・申 ] 知覧保健センター（☎ 0993-58-7221）まで

だから、検診による
早期発見が
大切です！ご存知ですか？

２人に１人ががんになり、３人に１人ががんで亡くなっています
　　　　でも
　　　早期に見つかると９０％以上が治ります！！

じつはいま･･･　　　　　　　　が増えています。が ん
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　平成 30 年度に鹿児島県が国保財政の運営主体となり、財政の安定化を図る制度改革が行われました。
　これまで、南九州市では所得割、資産割、均等割、平等割の４方式による課税方式でしたが、新たな制度で
は鹿児島県内の全市町村において、所得割、均等割、平等割の３方式の課税方式に統一することとなりました。
南九州市では激変緩和措置として、平成 30 年度、令和３年度および令和５年度において資産割を３分の１ずつ
引き下げ、令和５年度には３方式による課税に移行いたします。
　今回、資産割の２回目の３分の１引き下げを行い、あわせて県の示す標準保険料率に近づける税率改正を行
います。

■税率の比較

区　　　　分 令和２年度
まで

令和３年度
から

【参考】
令和３年度　

県標準保険料率

基礎課税分
（医療費給付費分）

所得割率 世帯の所得に応じた分 8.20% 8.63% 8.63%
資産割率 世帯の資産に応じた分 16.20% 8.10% ― 
被保険者均等割額 世帯の加入者数に応じた分 27,400円 29,500円 35,641円
世帯別平等割額 一世帯に応じた分 22,200円 24,400円 24,479円

後期高齢者
支援金分

所得割率 世帯の所得に応じた分 2.30% 2.52％ 2.52％
資産割率 世帯の資産に応じた分 5.00% 2.50％ ―
被保険者均等割額 世帯の加入者数に応じた分 7,600円 8,800円 10,141円
世帯別平等割額 一世帯に応じた分 6,200円 6,900円 6,965円

介護納付金分

所得割率 世帯の所得に応じた分 2.10％ 2.14％ 2.14％
資産割率 世帯の資産に応じた分 6.10％ 3.05％ ―
被保険者均等割額 世帯の加入者数に応じた分 10,400円 10,900円 10,931円
世帯別平等割額 一世帯に応じた分 5,600円 5,400円 5,394円

【注】黄色が改定部分　

国民健康保険税率の変更

［問］ 頴  税務課 市民税係

申告所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税の振替期日の延長
　申告所得税（及び復興特別所得税）、贈与税及び個人事業者の消費税（及び地方消費税）の申告期限・納付期限が
全国一律で令和３年４月 15 日（木）まで延長されたことに伴い、申告所得税及び個人事業者の消費税の振替納税を
ご利用されている方の振替日についても延長されています。
　令和２年分の確定申告の振替納付日は、次表のとおりです。「振替納税」をご利用の方は、振替日の前日までに口
座の残高をご確認ください。
■ 振替日 

科　目 当　初 延　長　後
申告所得税 令和３年４月19日(月) 令和３年５月31日(月)
個人事業者の消費税 令和３年４月23日(金) 令和３年５月24日(月)
　詳しくは、知覧税務署にお尋ねください。
■国税が一時に納付できない方のために納税の緩和制度があります。
　～税務署での納税に関するご相談は、事前にご予約をお願いします～
　新型コロナウイルス感染症の影響により収入が大幅に減少した場合や災害により財産に相当の損失を受けた場合
など、所定の要件に該当するときは、税務署に申請することにより、「納税の猶予」などの納税の緩和制度が適用さ
れる場合があります。
　国税の納税に関し、税務署での相談をご希望の場合は、「３密」防止の観点からも、事前に税務署にお電話いただき、
日時のご予約をお願いいたします。
　なお、「納税の猶予」などの納税の緩和制度に関する詳しい内容や、申請に必要な書類などについては、国税庁ホー
ムページをご覧いただくか、最寄りの税務署（徴収担当）にお尋ねください。
国税庁ホームページ「新型コロナウイルス感染症の影響により納税が困難な方へ」
https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nofu_konnan.htm
[問] 知覧税務署（☎0993-83-2411）※自動音声案内
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　　65 歳以上の方の令和３年度から令和５年度までの介護保険料が決まりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※参考　平成 30 ～令和２年度は 6,400 円

　なお、所得段階別の保険料（年額）は次のようになります。

　保険料の納付は次のとおりです。
■特別徴収（年金からの引き落としで納めていただく方法）
　�　介護保険料額は、７月に決定されます。そのため、４月・６月・８月の介護保険料額は、前年度２月と同じ金

額になります（仮徴収）。７月に介護保険料額が決定した時点で、４月・６月・８月の介護保険料額を差し引き、
差額を 10 月・12 月・２月で徴収します。

■普通徴収（納付書、または口座振替で納めていただく方法）
　�　５月（第１期）から翌年２月（第 10 期）までの年 10 回払いとなります。納期限は各納付月の末日です。前年

度の保険料額を基に算定した額を５月・６月に徴収します（仮徴収）。７月に介護保険料額が決定した時点で、５
月・６月の介護保険料額を差し引き、差額を７月以降の納付期間で徴収します。なお、仮徴収のお知らせは４月
中旬ごろ、令和３年度の保険料通知書は７月中旬ごろに 65 歳以上の被保険者の皆さんに送付しますので、確認
をお願いします。

［問］川  長寿介護課 介護保険係・支所税務係　　頴  支所福祉係・税務課市民税係　　知  支所福祉係・税務係

基準額（月額）6,500 円

介護保険料の改定

所得段階 対　象　者 保険料率 年　額
（月　額）

第１段階 生活保護受給者、世帯全員が市民税非課税の老齢福祉年金受給者ま
たは世帯全員が市民税非課税かつ本人年金収入等 80 万円以下 基準額× 0.3 23,400 円

（1,950 円）

第２段階 世帯全員が市民税非課税かつ本人年金収入等 80 万円超 120 万円以
下 基準額× 0.5 　39,000 円

（3,250 円）

第３段階 世帯全員が市民税非課税かつ本人年金収入等 120 万円超 基準額× 0.7 54,600 円
（4,550 円）

第４段階 本人が市民税非課税（世帯に課税者がいる）かつ本人年金収入等 80
万円以下 基準額× 0.90 70,200 円

（5,850 円）

第５段階 本人が市民税非課税（世帯に課税者がいる）かつ本人年金収入等 80
万円超 基準額× 1.00 78,000 円

（6,500 円）

第６段階 市民税課税かつ合計所得金額 120 万円未満 基準額× 1.20 93,600 円
（7,800 円）

第７段階 市民税課税かつ合計所得金額 120 万円以上 210 万円未満 基準額× 1.30 101,400 円
（8,450 円）

第８段階 市民税課税かつ合計所得金額 210 万円以上 320 万円未満 基準額× 1.50 117,000 円
（9,750 円）

第９段階 市民税課税かつ合計所得金額 320 万円以上 基準額× 1.70 132,600 円
（11,050 円）

合併処理浄化槽への転換のお願い
南九州市では、快適な生活と河川などの環境保全のため、生活排水を適切に処理することを目的に、合併処理浄化槽

への切り替えに対し補助金制度を設けています。
この機会にぜひ、合併処理浄化槽への切り替えをご検討ください。

※公共下水道区域、農業集落排水施設区域の方はその施設への接続をお願いします。
令和３年度補助金額

人槽区分 新規 単独処理浄化槽からの設置替え くみ取り便槽からの設置替え

5 人槽 166,000 円 467,000 円 422,000 円

7 人槽 207,000 円 549,000 円 504,000 円

10 人槽 274,000 円 683,000 円 638,000 円

その他 ・既設の単独処理浄化槽を全て撤去した場合は、その経費（上限 9 万円）を加算
・単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換に伴う宅内配管工事費（上限 30 万円）を加算

［問］川  市民生活課 環境保全係
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市民参加の手続きのお知らせ
　南九州市みんなのまちづくり参加条例に基づき、令和 3 年度の実施予定をお知らせします。

市民参加の対象となる政策など 市民参加の方法 実施予定 担当課

１ 新庁舎建設基本構想・基本計画
検討委員会
アンケート
ワークショップ
パブリックコメント

５月ごろから 10 回程度
７月ごろ
９月ごろ
１月ごろ

知  新庁舎建設
　  推進課

２ 南九州市中期財政計画 パブリックコメント 8 月ごろ 知  財政課
３ 第２期南九州市創生総合戦略 審議会 8 月ごろ 知  企画課

４ 南九州市過疎地域自立促進計画 パブリックコメント
審議会

８月ごろ
９月ごろ 知  企画課

５ 南九州市地域公共交通計画 アンケート
パブリックコメント

７月～９月ごろ
２月ごろ 知  企画課

６「食育・地産地消」に関するアンケート調査 アンケート 10 月ごろ 頴  農政課

７ 南九州市景観計画
ワークショップ
策定協議会
パブリックコメント
審議会

８月ごろ
５月ごろから４回程度

10 月ごろ
２月ごろ

知  都市計画課

各市民参加手続きの具体的な内容については、各担当課へお問い合わせください。
［担当］ 知  まちづくり推進課 共生・協働推進係

　マイナンバーカードの交付や申請をサポートするため、日曜開庁による臨時窓口を開設します。
平日に市役所へ行くことが難しい方は、ぜひこの機会にご利用ください。
■開設日時：５月 ９日（日）8：30～12：00
　　　　　　６月13日（日）8：30～12：00
■開設場所：頴娃・知覧・川辺庁舎の市民係および市民生活係
※カードの受け取りに来られる方は交付通知のハガキと必要書類をご持参ください。
※マイナンバーカードに関すること以外は受け付けられません。

［担当］川  市民生活課 市民係　頴・知  支所 市民生活係

日曜開庁でマイナンバーカードの交付や申請をサポートします！

コンビニ交付サービスの一時停止
　システムメンテナンスのため、コンビニ交付サービスを一時停止します。
　ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
■停止日：５月１日（土）～５月５日（水）
※コンビニ交付は、マイナンバーカードを利用して、住民票の写し・印鑑登録証明書などをコンビニエンス
　ストアで取得できるサービスです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［問］川  市民生活課 市民係
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ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

団体 対　　象 加入
区分 対象範囲

年　間
掛　金

（一人）

傷害保険 賠償責任保険
支 払 限 度 額

（免責金額なし）

突 然 死
葬祭費用保険
支 払 限 度 額死亡 後遺障害

（最高）
入院

（日額）
通院

（日額）

中
学
生
以
下（
特
別
支
援
学

校
高
等
部
の
生
徒
を
含
む
）

スポーツ・文化・ボ
ランティア・地域活
動

A1
団体活動
中とその
往復中

800円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円
対人・対物賠償合算
１事故５億円
ただし、対人賠償は
１人１億円

180万円

上記団体活動に加
え、個人活動も対象 AW 1,450円

2,100万円 3,150万円 5,000円 2,000円 対人・対物賠償合算
１事故５億500万円
ただし、対人賠償は
１人１億500万円

上記以外
（個人活
動など）

100万円 150万円 1,000円 500円 対人・対物賠償合算
１事故500万円 対象外

高
校
生
以
上

スポーツ活
動 、スポー
ツ活動の指
導・審判

64歳
以下 Ｃ

団体活動
中とその
往復中

1,850円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

対人・対物賠償合算
１事故５億円
ただし、対人賠償は
１人１億円

180万円

65歳
以上 Ｂ 1,200円 600万円 900万円 1,800円 1,000円

文化・ボランティア・
地域活動、団体員
の送迎・応援など

A2 800円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

全年齢 危 険 度 の 高 い ス
ポーツ活動 Ｄ 11,000円 500万円 750万円 1,800円 1,000円

［
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］（
公
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
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※熱中症および細菌性・ウイルス性食中毒
の場合、保険金額は A1 区分と同額

※熱中症および細菌性・ウイルス性食中毒
の場合、対象外
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子育て世帯＆南九州市への移住者のマイホーム取得を応援します !!

225

至南さつま市

南九州市役所

知覧武家屋敷
知覧特攻平和館霜出小学校

高田小学校

星の子
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搪之池
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AZ
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川辺支所
川辺小学校
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至鹿児島市▶

至鹿児島市▶

至
枕
崎
市
▼

谷山知覧線

道の駅
川辺やすらぎの郷★

★
★

国道225号へ

公園

3

2
12
11
10

33
32 30

25
18
172329

28
27 22 16

15
1420
13 7
54

1
9

公園

公園

公園

南野元住宅団地

3
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知覧みずほ住宅団地

225

▲至川
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大
谷
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▼至枕
崎
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4 5

7

公園

上山田有木住宅団地

【フラット 35】の借り入れを検討される方は、
ふるさと振興室移住定住係へ補助金のご相談ください。

 金利引き下げ期間　当初５年間
 金利引き下げ幅 【フラット35】の借入金利から

年▲ 0.30％

移住定住促進対策補助金
最大 106 万円

 ※要件により補助金額は変わります。
 ※詳しい内容は市ホームページを

ご確認ください。

【フラット 35】　地域連携型 南九州市

　さらには、南九州市への移住者の確保、子育て
世代の定住促進および市内経済の活性化を目的
に、市内３カ所の住宅団地を分譲販売しています。
上山田有木住宅団地および知覧みずほ住宅団地に
ついては、今回市内の地価状況を勘案して販売価
格の見直しを行っています。

　南九州市の人口の現状と将来展望を示す「南九州市人口ビジョン」では、本市の将来人口は次のとおり推移していき、
令和 42 年には人口が 15,687 人になると予測されています。また、人口動態の状況を見ると、少子化が進み、かつ、
転出超過が続いている状況が分かります。今後は、子育て世代や本市への転入を希望する方が、本市にマイホームを取
得しやすい環境をつくることで移住定住の促進および市内経済の活性化を図る必要があります。

　このようなことから南九州市は、令和２年度より独立行政法人住宅金融支援機構と【フラット 35】に係る相互協力協
定を締結し、子育て世帯への支援および移住定住促進の強化を図っています。

区画
1区画
あたり
面積

１区画
あたり
価格

南野元
住宅団地

（川辺町清水）
26区画

346.43㎡

～

426.65㎡

3,849千円

～

5,661千円

上山田有木
住宅団地

（川辺町上山田）
8区画

347.81㎡

～

410.31㎡

1,496千円

～

1,855千円

知覧みずほ
住宅団地

（知覧町瀬世）
17区画

277.45㎡

～

323.99㎡

1,108千円

～

1,379千円

●南九州市人口の将来推計� 単位：人
H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42

市全体 36,082 33,318 30,653 28,185 25,898 23,669 21,427 19,306 17,393 15,687
※南九州市人口ビジョンより

●人口動態 単位：人

年　次
自然動態 社会動態

増　減
出　生 死　亡 計 転　入 転　出 計

平成28年 233 649 △416 　995 1,261 △266 △682
平成29年 219 656 △437 　993 1,210 △217 △654
平成30年 225 681 △456 1,124 1,202  △78 △534
令和元年 201 639 △438 1,043 1,251 △208 △646
令和２年 194 624 △430 1,012 1,200 △188 △618

※統計南九州市より抜粋

［担当］知  企画課 企画係
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Information
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知覧金山水車I.C.
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縦
貫
道

豊玉姫神社

JA南さつま本所

南九州消防署

旧分遣所
学校給食センター

知覧武道館

知覧特攻平和会館

南九州警察署

南九州市役所

薩南高校

南九州知覧I.C.
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◀至川辺

至喜入▶

至
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▼
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27

※周辺道路は混雑が予想さ
れますので、時間にゆとりを
もち、通行の際は十分ご注意
ください。

共に交通規制区間

●大型車両の迂回は、消防
署前・旧分遣所前の市道を
ご利用ください。

●県道27号線方面は通行
止めです。（上之町・瀬世方
面へは通行可）

●商店街方面は車両
通行止めです。（手蓑・
厚地・上之町方面へ
は、ゴール前後を除い
て通行可）
※ゴール前後は規制
がかかります。

●ＪＡ南さつま本所前から市
役所前交差点の区間で全面
通行止めとなります。

●警察署前交差点への
直進は不可です。城ケ崎
交差点を迂回ください。

聖火ランナー走行ルート

交通規制のお知らせ

　当日は、スタート（知覧特攻平和会館前）からゴール（市役所前交差点）までの走行ルー
トおよび周辺道路の混雑が予想されます。ルートおよびルート直近の道路は、長時間にわ
たり車両の通行が禁止されます。迂回路につきましては、告知看板や現場の誘導員の指示
に従ってください。
※�交通規制に伴い、一部のひまわりバスおよび鹿児島交通路線バスは、運行の変更などを行います。詳しくは
市役所企画課または鹿児島交通㈱加世田営業所へお問い合わせください。

【交通規制予定時刻】　▶16：20-18：00

聖火リレー実施日：４月28日（水）

観覧のご案内 ●沿道での観覧が可能です。
●沿道では、係員や警備員の指示・誘導に従うようご協力ください。
●�駐車場については、係員や案内看板に従い、無断駐車などをしないよう
にお願いします。

【通過予定時刻】スタート16：58～ゴール17：31　【知覧特攻平和会館⇨市役所前交差点】

東京 2020オリンピック聖火リレー
交通規制のお知らせ

［問］川  南九州市教育委員会 保健体育課
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　た ば こ 編

栄養価
1人分

●エネルギー� 29kcal
●タンパク質� 0.6ｇ

●脂　　　質� 1.5ｇ
●食塩相当量� 0.3ｇ

大根と卵のとろみスープ

☆�私たち食生活改善推進員は、地域で食生活改善の活動をしています。地域の公民館
などで栄養教室をしたい！旬の食材を使った料理法を知りたい！など、ご要望があ
りましたら、お知り合いの食改さんまたは保健センターへご連絡ください。

　とても塩分の少ない健康レシピです。
しょうが汁はお好みで量を調節しても
おいしくいただけますよ♪

こんにちは。“ 食改 ” です ！！
知覧地域の食生活改善推進員より、『大根と卵のとろみスープ』
をご紹介します。

（
４
人
分
）

大根� 200g
しいたけ� ３枚
卵� １個
水� 500㏄

①�　大根はすりおろす。しいたけは薄切りにする。小ネギ
は小口切りにする。卵は溶きほぐしておく。

②�　鍋に水を入れて強火にかけ、沸騰したら、しいたけと
◎を加える。

③�　弱めの中火にして、大根おろしを水けを切らずに入れ
て、ひと煮立ちさせ、溶き卵を回し入れる。
　　器に盛り、小ネギを散らす。

◎鶏ガラスープの素
� 大さじ1/2
◎淡口しょうゆ� 小さじ１
◎しょうが汁� 小さじ１
小ネギ� ２本

知らないと

怖い!!

加熱式
たばこ に関する誤

・

解
・

と真
・

実
・

！
＊�加熱式たばことは、たばこ葉を燃焼させずに加熱して、ニコチンを含む小さな粒子（エアロゾル）を
発生させて吸引するタイプのたばこのこと。

【誤解１】加熱式たばこは、健康に対する害が少ないって本当？？

【誤解２】加熱式たばこに替えると、禁煙したことになる？？

【誤解３】煙が出なければ、受動喫煙の原因にならない？？

一部の有害物質が減っているだけで、健康への害が減っ
ているという根拠はありません！加熱式たばこの注意書
きにもそのように書かれています。

加熱式たばこには、従来の燃焼式たばこと同程度のニコチンが含まれ
ています！なので、ニコチン依存症を招くことに変わりはありません。

煙は出なくても、ニコチンを含む小さな粒子は部屋の中などに放出さ
れており、受動喫煙による健康被害も生じる可能性があります。

引用：厚生労働省参考資料、京都医療センター　坂根　直樹　資料改変、
　　　日本呼吸器学会

【問い合わせ】
健康増進課　健康推進係　℡0993-58-7221
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※�年金相談は、完全予約制のため、事前に鹿児島南年金
事務所へ予約してください。その際、基礎年金番号を
尋ねられますので、年金手帳や年金証書をお手元に準
備してください。

　【問】川  市民生活課 市民係　頴・知  支所 市民生活係
　鹿児島南年金事務所　☎ 099-251-3111　　日本年金機構ホームページ　　https://www.nenkin.go.jp/

　令和３年４月分から令和４年３月分までの国民年金保険料は、月額 16,610 円です。
　保険料は、日本年金機構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンスストアで納めることがで
きます。また、クレジットカードやインターネットなどを利用しての納付、そして便利でお得な口座振替もあります。
毎月の納付期限は、「翌月の末日」です。
　保険料の納め忘れがあると、万一障害や死亡といった不慮の事態が発生した際、障害基礎年金や遺族基礎年金が受け
られない場合がありますので、必ず納付期限までに納めてください。
　なお、所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除・猶予される制度があります。
　また、今回の新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した場合、令和２年２月分以降の保険料の納付が免除・
猶予される臨時特例措置も設けられていますので、市役所の国民年金窓口へご相談ください。

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

シリーズ 介護予防

すてきな地域活動① ▶貯筋運動を始めました！
〇貯筋運動を立ち上げたきっかけを教えてください
　平成20年に地域サロンを立ち上げました。この地域で暮らしていて、自分の
10年、20年後のことを考えるようになりました。今のうちに地域サロンにプ
ラスして何か介護予防をしたいと思い、貯筋運動を立ち上げることにしました。
〇貯筋運動を開始する時に、気になることはありましたか？
　参加者数のことが気になりました。ある程度、集めないとと思っていました
が、地域包括ケア係から3人以上いれば支援を受けられるということを聞いて、
これなら私たちでもできそうだなと思いました。地域包括ケア係の支援が受け
られるということは心強かったです。
〇少人数ですることの良い点は何ですか？
　少人数という点では、都合を合わせやすいところが良い点かなと思います。誰かが都合が悪くなっても日程の変更も
気軽にしやすいです。あと先生の指導もじっくり受けられて、得した感じです♪
〇最後に一言！
　できるだけ、長く続けていきたいと思っています。最初から人数のことは気にしていないので、少なくなってもずっ
と続けていきたいです♪

～ ３人以上集まれば支援します。
� 少人数支援を始めました！～

▲本別府大久保貯筋運動の皆さん

　〇５月13日（木）　枕崎市市民会館　１階和室
　〇５月20日（木）　ちらん夢郷館　専門技術研修室
　〇５月27日（木）　南さつま市民会館　第１会議室
　※相談時間は各会場、午前10時～午後３時

移動年金相談所

新たな地域おこし協力隊が着任
～原本　太郎さん～

　４月１日、新たな地域おこし協力隊として、頴娃
おこそ会に原本太郎さんが着任しました。
　着任した原本さんは、まちの公園の可能性を追求
し、新たな公園の利活用を主とした地域協力活動に
取り組みます。原本さんは、「地域の人たちと暮ら
しの豊かさ
を実感でき
るような取
り組みとし
たい」と意
気込みを語
りました。

▲今回着任した原本太郎さん（右）

不法投棄防止パトロール事業
　3月 4日、市道田部田線・越原南線において（一社）鹿児島県産
業資源循環協会南薩支部による不法投棄防止パトロールおよび周辺
地域の清掃活動が行われました。当日は、南九州市と枕崎市内にあ
る建設関係など 10社が集まり、道路脇に投棄されているごみの回
収活動を行いました。回収されたごみのほとんどが缶、瓶、ペット
ボトル、プラスチック容器のごみでした。地域の衛生環境を保つた
めにも、ごみは不法投棄せず適正に分別して処理しましょう。

▲不法投棄回収作業中 ▲作業後の回収ゴミと参加者ら

貯筋運動・自主グループ立ち上げ相談は、川  長寿介護課地域包括ケア係
（☎ 0993-56-1111）へお気軽にご相談ください。
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川辺地域 知覧地域 頴娃地域

（株）西商会 アクアサービス森口 川﨑水道

（会社）56-0261
（自宅）56-4825

090-7449-7038
85-3707 38-1346

日曜・祝日水道修繕当番店（５月）

市営住宅の入居者募集受付を、
４月26日（月）～５月７日（金）に行います。
※詳しくは、市ホームページをご覧になるか、
　担当係へお問い合わせください。

［担当］ 知 建築住宅課  市営住宅係

日曜・祝日にご家庭で緊急に水道の修繕を依頼したい場合は、
当番店を確認してご連絡ください。

経済センサス - 活動調査が実施されます
■基準日＝令和３年６月１日　■対象＝全国すべての事業所・企業　
■目的＝各産業分野の経済活動を全国的・地域別に明らかにすること。
■�調査方法＝調査員が事業所を訪問し手渡し（５月中旬）、または郵

送により配布します。回答はインターネットか郵送を選択できます。
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◎�納税に関する相談　失業・病気などにより一度に納税することが困難な方や
収入がない方につきましては、随時、納税相談を受け付けています。

【問】 頴  収納対策課  収納対策係

令和２年度滞納処分状況・・・差し押さえを実施した件数 （件）

月 差し押さえを
実施した件数

内　　　　　　　　　訳 捜索
預貯金 給与 保険 不動産 その他

令和2年4月
～

令和3年2月
216 206 ６ ４ ０ 0 0

ストップ 滞納 ⇒『０』
［担当］ 知 企画課 広報統計係
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男女 総人口
33,811人

（前月比：△305）

人口と世帯数
（ 住 民 基 本 台 帳 ）
令和３年３月 31 日現在

18,044 人
（前月比：△ 166）

15,767 人
（前月比：△ 139）

世帯数：16,573戸（前月比：△71）
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⬅点線に沿って切り取って
　ください。
　（官製はがきでも可）
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▲瀬平の観音像

▲瀬平の瀬道跡

５ 月 の 休 館 日
知覧図書館 ☎0993-83-4939 ㊡月曜、5/6㈭、19㈬
頴娃図書館 ☎0993-27-3311 ㊡火曜、5/7㈮、20㈭
川辺図書室 ☎0993-58-3215 ㊡火曜、5/7㈮、20㈭

5/1（土）～5/5（水）ゴールデンウイークは、すべて開館しています。

【南九州市立図書館の利用について】
●１枚のカードで10冊まで貸し出しができます。
●貸出期間は２週間です。
●�延長をご希望の方は、返却をする前にカウンターまで申し出ください。
申し出た日が返却日から１週間以内であり、予約が入っていない本であ
れば、延長し、続けて２週間の延長ができます。ただし延長は１回のみ
になります。

「地域の声かけで育む　心豊かな青少年」
南九州市青少年健全育成キャッチフレーズ

ふるさと体験学級　茶レンジ隊
「蒔絵・螺鈿体験」

～筆で下絵に色を塗る参加者～

「青少年育成の日」
毎月第3土曜日

☆�地域でのあいさつ・声かけの
励行など、地域ぐるみで青少
年を育てましょう。

「家庭の日」
毎月第3日曜日

☆�子どものスマホなどのフィル
タリング設定と、正しく利用
するための家庭内ルールを作
りましょう。

おこるとき　ほめるとき　分かりや
すく　教えてくれて　ありがとう
「ひまわりカレンダー」より

○�気持ちのよいあいさつと返
事をしよう！

○�地域の行事に参加しよう！
○�家の手伝いや読書をしよう！

「 共 通 実 践 事 項 」

中福良小学校家庭教育学級

『車中泊浪漫
　今週末から楽しむ！
　快適車中泊のトリセツ』
出版社/徳間書店
　幅広い世代に人気の車中泊ス
タイル。災害時の避難場所とし
ても注目を集めています。クル
マ選びの基本から、実際のユー
ザーの楽しみ方までヒントやア
イデア満載です。

知覧
　☆こどもの読書週間企画

　　　　　手づくりしおりを作ろう!!☆
　　　　～自分だけのオリジナルしおりを作りませんか？～
　　　　☆新しいDVD・CDが入りました！☆
　　　　【ＤＶＤ】　「泣くな赤鬼」 「閉鎖病棟」　など
　　　　【Ｃ　Ｄ】　「STRAY SHEEP」　米津玄師
　　　　　　　　　「LEO-NiNE」　LiSA 　
　　　　　　　　　「CEREMONY」　King Gnu　　など
� ぜひ、ご利用ください。

川辺　☆川辺親子読書会 会員募集☆
　　　　期　間：令和3年6月～令和4年3月
　　　　日　時：毎月第1土曜日 午前10時30分～正午
　　　　場　所：川辺図書室 　定員：15人　
　　　　年会費：子ども1人300円
　　　　対　象：南九州市在住の乳幼児・小学校低学年と保護者
　　　　※5月15日（土）までに川辺図書室にお申込ください。

お　知　ら　せ

　家庭教育学
級生が、毎週
水曜日、読み
聞かせを行っ
ています。

　とってもお
もしろい本で
した。すいよ
うびをいつも楽しみにし
ています。

　夏より落ち
着いている姿
が見られます。
皆、真剣に聞
いてくれます。

　親子読書発
祥の地である
南九州市。家

庭でも親子で読書を楽し
んでください。

主な活動

子どもたちの声

会員の声

校長先生から

「雑誌タブレット」はじまります！
　南九州市立図書館では、令和３年度より雑誌閲覧用のタブ
レットを導入します。雑誌タブレット導入により、約500誌
の雑誌閲覧が可能となります。



31 　　　　　　　　令和３年４月号

お手数ですが
63 円切手を

お貼りください

20 3 9798
POST CARD

フリガナ
◎ご氏名

年齢／　　　　　歳　　性別／　男・女
広報紙掲載の場合のお名前の表記

本名・匿名・イニシャル

ペンネーム（　　　　　　　　）

※記入がない場合、実名で記載させてもらいます。
◎ご住所　〒　　　－

電話（　　　　　）　　　　－

南九州市役所
企画課 行

　

広
報
紙
を
読
ん
だ
感
想
、
取
り
上
げ
て
ほ
し
い

記
事
、最
近
笑
っ
た
こ
と
、身
近
な
話
題
な
ど
な
ど
、

何
で
も
け
っ
こ
う
で
す
の
で
、
お
た
よ
り
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　

63
円
切
手
を
貼
っ
て
ポ
ス
ト
か
ら
郵
送
す
る
か
、

市
役
所
の
各
庁
舎
に
設
置
し
て
あ
る
『
ご
意
見
箱
』

へ
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
提
言
や
ア
イ
デ
ア
な
ど
皆
さ
ま
の
声

も
『
ご
意
見
箱
』
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

⬅点線に沿って切り取って
　ください。
　（官製はがきでも可）

File.108 春の南九州市
～小さな春みつけた～

　冷たい風が吹く日も少なくなり、春の訪れを感じます。

　　今回は街かどで見つけた、さまざまな春の便りを紹介します。

　　　　皆さんの周りにはどのような変化がありましたか？

皆さんからの調査依頼もお待ちしています。

　おたよりにてお寄せください。

▲平和公園の桜

　桜がきれいに咲いています。風が強い日が続
き花が散っていますが、地面に落ちた花びらも
アートのようできれいです。

▲道端にも春が…

　歩道近くに鮮やかなピンクが！

▲菜の花畑

　開聞岳は雲の帽子をかぶっています。
一面に広がる花の周りには、はちが飛び
回っていました。空の青と菜の花の黄色
が春の訪れを教えてくれます。
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◆�広報紙を読んだ感想、取り上げてほしい記事、最近笑ったこと、身近な話題などお書き
ください。（広報紙で紹介させていただく場合がありますので、ご了承ください）

南九州市の情報は、ホームページから
でもご覧になれます。
ホームページ
https://www.city.minamikyushu.lg.jp/
またはモバイルサイト

スマートフォンやタブレットからも、
南九州市の情報をご覧いただけます。

点線に沿って切り取ってください。➡
（官製はがきでも可）

◆読者アンケート
　4 月号の広報紙の中で、気に入ったものの番号３つに○印をつけてください。
　１　令和３年度施政方針と予算　　２　まちの話題　　　３　行政情報
　４　ケンゾウレンジャー　　　　　５　レシピ　　　　　６　お誕生・おくやみ
　７　図書館だより　　　　　　　　８　街かど探偵　　　９　プレゼント・おたより
　10　くらしのカレンダー

広報紙を読んだ感想、身近な話題など『おたより』を
南九州市ホームページ

（https://www.city.minamikyushu.lg.jp/）の
広報紙ページを選んで入力してください。

南九州市ホームページからも
『おたより』受け付けます

編集後記
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散
歩
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が
小
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の
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実
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つ
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し
、

「
名
前
を
知
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て
い
ま
す
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」
と
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べ
て
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と
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カ
ラ
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ノ
エ
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ド
ウ
、
小
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ズ
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エ
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ウ
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中
は
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ラ
ス
と
ス
ズ
メ
の
間
で
カ
ス

マ
グ
サ
と
い
う
面
白
い
名
前
で
し

た
。

　

ま
だ
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な
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前
の
草
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。
ま
た
調
べ
て
み
よ
う
か
な
。

新
た
な
発
見
が
で
き
そ
う
で
す
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（
ペン
ネ
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ム　
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ン
さ
ん
）

　

ブ
ン
ブ
ン
さ
ん
、
お
た
よ
り
を

お
よ
せ
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　４月に入り新しい年度が始まりました。新入学や
新入社の皆さんは、希望や不安を抱きながら新しい
道を歩もうとしています。応援しましょう！広報南
九州も４月号から一部リニューアルしました。皆さ
ん気づきましたか？多くの方に役立つ情報を届け、
「つい読みたくなる」そんな広報紙を目指します。今
年度も応援お願いします！� （峯）

バンビー、ユウカ、タカミのメロン直売所です。
期間限定：５月中旬～６月極上旬

( 令和３年５月 20日消印有効）
当選は発送をもってかえさせていただきます。

※プレゼント品を提供いただける方を募集します。
　企画課広報統計係　☎ 0993-83-2511 

®
川浩農園さんの
『川浩農園　かわなべメロン２個入り』

おたよりをくださった方の中から３人の方にプレゼント ！present

川浩農園
住所　南九州市川辺町野崎3295
電話　0993-56-2295

南薩縦貫道
川辺インター

至川辺市街
至鹿児島市

至
鹿
児
島
市

至
知
覧

直売所

国道225線

メロンのぼりが目印です！
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【広告に関するお問い合わせ】企画課 広報統計係

10,800円!!
（税込）

　高齢の父が、パソコンの出会い系サイ
トで「7500万円の遺産を渡したい」と
言ってきた相手を信じ、メールをやり取
りしているうちに、サイトの利用料金が
50万円を超えた。相手と会う約束を10
回以上しているが一度も会えずにいる。
やめるよう説得しても聞き入れない。人
が変わってしまったようだ。
� （70歳代　男性）
　パソコンに不審なメールが届いても全
て無視していたが、ある時、「1200万
円あげる」というメールが目に留まった。
信じ込んでやり取りしているうちに、そ
のためのポイント代として200万円も支
払ってしまった。詐欺ではないか。
� （80歳代　男性）

●「お金をあげたい」などといったメールから有料の出会い系サイトなどに
誘導され、相手の巧妙な言葉を信じてやり取りするうちに高額な利用料を
支払ってしまったという相談が、高齢者からも寄せられています。
●このようなサイトでは、通常のメールとは異なり、ポイントを購入し、その
ポイントを使ってサイト内でメールを行う仕組みになっていることがほとん
どです。相手は、お金を渡すためなどさまざまな口実でメールを続けるよ
う促すので、気づいたときには多額の費用をつぎ込んでしまいがちです。
●メール相手が出会い系サイトの「サクラ」であることも考えられますが、
証明するのは難しく、お金を取り戻すことは困難です。うまい話には注意
し、ネット上の見知らぬ相手を簡単に信用しないことが大切です。
●困ったときは、消費生活センターなどにご相談ください
（消費者ホットライン188）。

【お問い合わせ】　南九州市消費生活センター（知  商工観光課内）

高齢者も被害！
出会い系サイトの「お金あげる」はウソ！？

 

い 

赤のカードの 

 

川辺町スタンプ会 TEL0993-56-0247 

※ポイントの

合算や移行は

できません。お

早めにご利用

ください。 

 

～川辺町スタンプ会からのお知らせ～ 

使用期限は 
10 月末までです

満点カードは500円の金券として
各お店やイベントで
お使いください。
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南
九
州

広報
日 曜日 行　事　・　事　業 時　間 場　　所
1 土
2 日
3 月 憲法記念日
4 火 みどりの日
5 水 こどもの日
6 木 母子手帳交付（川辺）   9：30～11：00 川辺保健センター

行政相談 10：00～14：00 ひまわり館
7 金 母子手帳交付（頴娃）   9：30～11：00 頴娃保健センター
8 土
9 日
10 月 母子手帳交付（知覧）   9：30～11：00 知覧保健センター

こころの健康相談（要予約） 13：30～16：30 頴娃保健センター
11 火
12 水 育児・健康相談（頴娃） 10：00～11：30 頴娃保健センター
13 木 育児・健康相談（川辺） 10：00～11：30 川辺保健センター
14 金
15 土
16 日
17 月 行政相談   9：00～12：00 知覧老人福祉センター

心配ごと相談   9：00～12：00 知覧老人福祉センター
18 火 育児・健康相談（知覧） 10：00～11：30 知覧保健センター
19 水 母子手帳交付（頴娃）   9：30～11：00 頴娃保健センター
20 木 母子手帳交付（川辺）   9：30～11：00 川辺保健センター

移動年金相談所 10：00～15：00 ちらん夢郷館
21 金
22 土
23 日 宮脇小学校　運動会 宮脇小学校
24 月 母子手帳交付（知覧）   9：30～11：00 知覧保健センター
25 火
26 水
27 木
28 金
29 土
30 日
31 月

■ キラキラくらぶ
5/13、27（知覧保健センター）

■ 子育ておしゃべり広場
5/11、18（勝目地区公民館）
5/19、26（第 1児童館）

■ ひよこサークル
5/12（頴娃保健センター）

■ かわなベイビーズ With おかん
5/13（川辺保健センター）

■ 子育て広場つみき
5/7、14、21、28 （地域子育て支援センターつみき）
5/19（利用者支援センターつみき）
5/10（川辺保健センター）

今月の表紙

　南九州市の桜の名所である岩屋公園の夜桜で
す。サクラノヤカタを背景にした、池の周辺や
堤防沿いに植えられた桜が見所です。また、近
くにある桜のトンネルも撮影スポットです。

夜桜
（岩屋公園）

ー目　次ー
２　令和３年度施政方針
４　令和３年度当初予算
10　まちの話題
13　暮らしに役立つ！行政情報
27　健康づくり応援コーナー
29　お誕生・おくやみ
30　図書館だより
31　街かど探偵
34　くらしのカレンダー

2日（日）
清小児科 ［小児科］ 58-3228
（指）福元医院 ［内科］ 22-3053
（南）南さつま中央病院 ［内・外］ 52-0202
（南）西田医院 ［内科］ 77-0115
（枕）枕崎市立病院 ［内科］ 72-0303
（枕）久木田整形外科病院 ［整形外科］ 72-3155
3日（月）
南薩ケアほすぴたる ［内科］ 56-1155
（指）小吉胃腸科クリニック ［内科］ 24-2011
（南）有馬病院 ［外・内科］ 52-2367
（南）小山クリニック ［内科］ 77-2225
（枕）小原病院 ［内・外科］ 72-2226
（枕）枕崎こどもクリニック ［小児科］ 58-1085
4日（火）
菊野病院 ［整形外科］ 56-1135
（指）指宿医療センター ［外・内科］ 22-2231
（南）県立薩南病院 ［内科］ 53-5300
（南）ふくいわ耳鼻咽喉科クリニック［耳鼻咽喉科］ 53-3387
（枕）サザン・リージョン病院［内・外科］ 72-1351
５日（水）
松岡救急クリニック ［内・外科］ 78-3789
（指）池田診療所 ［外科］ 26-2101
（指）橋口医院 ［内科］ 35-0022
（南）唐仁原内科クリニック ［内科］ 53-3500
（南）松岡医院 ［耳・内科］ 52-2733
（枕）茅野内科医院 ［内科］ 72-1006
（枕）尾辻病院 ［外科］ 72-5001
9日（日）
上原整形外科クリニック ［整形・リハ］ 58-3077
（指）いぶすき内科 ［内科］ 23-3239
（南）県立薩南病院 ［外科］ 53-5300
（南）加藤小児科・内科 ［内・小児］ 52-2239
（枕）国見内科医院 ［内科］ 72-0066
（枕）小原病院 ［外科］ 72-2226
（枕）園田病院 ［眼科］ 72-0165
16日（日）
鰺坂耳鼻咽喉科 ［耳鼻科］ 56-6222
まつやまクリニック ［内・外・胃］ 83-3927
笹川医院 ［内・児・外・リハ］ 27-4122
（指）宮薗クリニック ［内科］ 32-2001
（指）長野整形外科クリニック［外科］ 23-3291
（南）友松内科クリニック ［内科］ 52-7331
（南）眼科安田クリニック ［眼科］ 53-2002
（枕）サザン・リージョン病院［内・外科］ 72-1351
23日（日）
川辺生協病院 ［消・内・呼・循］ 56-6111
（指）こどもの森小児科クリニック［内科］ 27-1010
（指）肥後胃腸科クリニック ［外科］ 35-2148
（南）宮内クリニック ［内・泌］ 77-0014
（南）徳久整形外科 ［整形外科］ 53-4311
（枕）溝口クリニック ［内科］ 73-5330
（枕）久木田整形外科病院 ［整形外科］ 72-3155
30日（日）
東外科胃腸科医院 ［外科］ 56-4864
（指）指宿おおしげ内科 ［内科］ 23-0788
（南）加世田病院 ［脳・外・内］ 53-6300
（南）羽牟クリニック ［内科］ 52-2036
（枕）有山内科 ［内科］ 72-5811
（枕）尾辻病院 ［外科］ 72-5001
※（枕）枕崎市立病院（0993-72-0303）
　�小児診療：５月２日、９日、16日、23日、30日
　（10：00～17：00）
※�（指）は指宿市、（南）は南さつま市、（枕）は枕崎市にあ
る医療機関です。
※�休日当番医は変更になることがあります。県医師会サ
イトでご確認ください。

県医師会

日曜・祝日の当番医 ☎市外局番（0993）

 子育て広場（参加自由） 時間：10：00～12：00
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